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夢
と
希
望
を
胸
に

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
に
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
瞳
。
こ
の
春
、

市
内
で
は
４
３
６
人
の
新
小
学
一
年
生
が
誕
生
し
ま
し
た
。

飛
渡
第
一
小
学
校
で
は
、
４
月
５
日
F
に
７
人
の
新
一
年
生

を
迎
え
て
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
真
っ
青
な
空
と
真
っ

白
い
残
雪
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
ま
ぶ
し
い
山
あ
い
の
小
学
校

に
も
、子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
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投
票
開
始
は
、
午
前
７
時
か
ら
で
す
。

終
了
時
間
は
午
後
８
時
ま
で
の
と
こ
ろ
と

６
時
ま
た
は
４
時
に
繰
り
上
が
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
入
場
券
を
確
認
の
う
え
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
入
場
券
は
各

世
帯
に
ハ
ガ
キ
で
郵
送
し
ま
す
。

開
票
は
、
当
日
午
後
９
時
か
ら
保
健
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

1
当
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
2
４
月
28
日
a
現
在
で
満
20
歳
以
上

の
日
本
人
3
平
成
14
年
１
月
10
日
以
前
か

ら
十
日
町
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
当
日
投
票
所
に
行

け
な
い
場
合
、不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
期
間
＝
４
月
11
日
e
か
ら
27
日
g
ま
で

の
毎
日
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８

時
ま
で
　

●
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
　
選
挙
事

務
室

※
病
院
・
保
健
施
設
な
ど
に
入
院
・
入
所

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
施
設
の
担
当
者

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
指
定
さ
れ
た

施
設
で
は
、不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

※
入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
合
は
お
持
ち

く
だ
さ
い
。（
印
鑑
は
不
要
で
す
）

入
場
券
は
、
ハ
ガ
キ
形
式
に
な
っ
て
い

る
も
の
を
、
郵
送
で
世
帯
主
あ
て
に
お
届

け
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の
下
部
の
角
を
両
側

か
ら
は
が
す
と
、
３
つ
折
り
に
な
っ
た
世

帯
全
員
分
の
入
場
券
が
開
き
ま
す
。
ミ
シ

ン
目
で
切
り
離
し
て
各
自
、
投
票
所
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

入
場
券
に
は
、
選
挙
当
日
の
投
票
場

所
・
投
票
時
間
が
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
両
下

肢
・
体
幹
が
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
・
２

級
の
人
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
障
害
が

１
・
３
級
の
人
は
、
郵
便
に
よ
り
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
郵
便
投
票
証
明
書
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

3 平成14年4月10日号 2

参議院新潟県選出議員補欠選挙は、４月11日Eに告

示され、28日Aに投票が行われます。投票をきちんと

済ませてから、楽しい連休を過ごしましょう。

次の投票所は、投票が午後４時または６時に終了となります。

▼午後４時までの投票所

・野中小学校　　・赤倉小学校　・池谷集会所　・飛渡第二小学校

・名ヶ山公民館　・二子集会所　・塩野集会所　・船坂部落公民館

・鍬柄沢集会所　・真田小学校　・庭野雅司郎様宅

・飛渡第二小学校枯木又分校　　・飛渡第一小学校三ツ山分校

・レストランゆもと　　　　　　・東下組地区生活改善センター

・細尾ふれあいセンター　　　　・当間ふれあいセンター

・野中小学校大石冬季分校　　　・水沢小学校南雲冬季分校

・馬場小学校珠田分校　　　　　・十日町市公民館津池分館

▼午後６時までの投票所

・八箇小学校　　　・水口集落開発センター　・中村集落センター

・太田島集会所　　・姿グリーンセンター　　・克雪管理センター

・飛渡第一小学校　・田麦部落公民館　　　　・関浅集落センター

・六箇地区公民館二ツ屋分館　・江道・猿倉集落開発センター　

・市之沢集落開発センター　　・水沢市之沢・中在家集会所

ほかの18か所の投票所は、午後８時に終了となります。入場券

に記載されている投票所・投票時間を確認して、投票してください。

投票終了時間の繰り上げについて

◆
投
票
で
き
る
人

◆
不
在
者
投
票

◆
入
場
券

◆
郵
送
に
よ
る
不
在
者
投
票

～みんなで投票　明るい未来～～みんなで投票　明るい未来～

●投票日　４月28日A
参議院新潟県選出議員補欠選挙

■
問
合
せ

十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

1
57
│
３
１
１
１
（
内
線
５
１
１
）

市政功労者表彰
19人と２団体にほう賞

【
教
育
文
化
功
労
】

瀧
澤
政
治
さ
ん
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

【
産
業
振
興
功
労
】

村
山
幸
夫
さ
ん
（
川
治
中
町
）

島
田
一
さ
ん
（
神
明
町
）

青
柳
安
彦
さ
ん
（
栄
町
）

宮
澤
健
一
さ
ん
（
小
黒
沢
）

【
保
健
衛
生
功
労
】

相
澤
秀
子
さ
ん
（
栄
町
）

池
田
智
惠
子
さ
ん
（
焼
野
）

大
坪
康
男
さ
ん
（
四
日
町
新
田
第
２
）

富
井
房
江
さ
ん
（
珠
川
）

田
口
靜
江
さ
ん
（
高
田
町
１
丁
目
）

【
交
通
安
全
功
労
】

丸
山
秀
二
さ
ん
（
稲
葉
）

水
澤
榮
治
さ
ん
（
西
寺
町
）

【
防
災
功
労
】

小
島
市
太
郎
さ
ん
（
平
）

雲
野
精
一
さ
ん
（
孕
石
）

【
統
計
功
労
】

俵
山
正
し
ょ
う

亥い

さ
ん
（
二
ツ
屋
）

高
橋
庸の

ぶ

子
さ
ん
（
袋
町
東
）

福
嶋
正
幸
さ
ん
（
水
沢
第
３
）

【
寄
附
功
労
】

村
山
ミ
チ
コ
さ
ん
（
山
本
町
２
丁
目
）

十
日
町
農
業
協
同
組
合
（
高
田
町
６
丁
目
）

【
そ
の
他
功
労
】

中
村
国
利
さ
ん

（
茨
城
県
北
相
馬
郡
藤
代
町
）

四
ツ
宮
会
（
本
町
６
丁
目
１
）

平成13年度市政功労者表彰式が３月29日Fに市役所で行われ、教育文

化や産業振興、保健衛生、交通安全、防災、統計、寄附、その他の各功労

19人と２団体の皆さんに、滝沢市長から表彰状と記念品が贈られました。

受賞された皆さんは、長年にわたり各分野で活躍され、市の発展に貢献

された功績が認められました。おめでとうございます。

19人と２団体にほう賞



で
あ
り
ま
す
が
、
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

教
育
の
場
で
は
、
今
、
課
題
が
山
積
み

で
す
。
特
に
、
こ
の
４
月
か
ら
完
全
実
施

の
形
で
始
ま
り
ま
し
た
学
校
週
５
日
制
で

も
、
不
安
、
期
待
、
懸
念
な
ど
織
り
混
ざ

っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
の

仕
事
も
後
ろ
向
き
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
地

域
・
家
庭
・
保
護
者
の
皆
様
と
一
体
と
な

り
な
が
ら
、
こ
の
十
日
町
の
良
さ
を
引
き

出
し
、
生
か
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
、
未

来
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
良
い

方
向
を
模
索
し
て
ま
い
り
た
い
と
念
じ
て

お
り
ま
す
。

何
と
い
っ
て
も
力
不
足
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
提
言
・
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、
十
日
町
市
の
助
役
に
な
り
ま

し
た
関
口
芳
史
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
ご
縁

と
お
導
き
が
あ
っ
て
、
こ
の
仕
事
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
と
て
も
充
実
し

た
気
持
ち
で
す
。
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
喜
ぶ
こ
と
は
何
な

の
か
一
生
懸
命
考
え
て
、
滝
沢
市
長
を
力

の
及
ぶ
限
り
サ
ポ
ー
ト
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
町
に
住
み
た
い
で
し

ょ
う
か
？
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る

町
で
す
か
？
ほ
し
い
物
が
す
ぐ
手
に
入
る

商
店
街
の
あ
る
町
で
す
か
？
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
の
あ
る
町
で
し
ょ
う
か
？

皆
さ
ん
、
お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
が
い
ろ

ん
な
夢
を
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
達
成

は
簡
単
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
小
さ
く
と
も
変
化
を
実
感
す
る
と

希
望
が
わ
い
て
き
ま
す
。
小
さ
な
変
化
の

連
続
が
最
後
に
大
き
な
目
標
を
達
成
さ
せ

る
こ
と
を
信
じ
て
、
日
々
心
を
こ
め
て
仕

事
を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
こ

と
に
未
熟
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様

か
ら
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
収
入
役
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
者
で
す
の
で
、

皆
様
方
か
ら
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
こ
の
大
任
を
全
う
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。昨

今
の
、
地
域
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

本
当
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
滝
沢

市
長
が
最
優
先
課
題
と
し
て
お
り
ま
す
雇

用
の
場
の
確
保
が
極
め
て
重
要
で
、
市
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成
17
年
３
月
が
国
の

特
例
措
置
の
期
限
と
な
っ
て
い
る
市
町
村

合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、
時
代
の
要
請
か

ら
ぜ
ひ
と
も
達
成
し
た
い
問
題
で
あ
り
ま

す
が
、
広
域
住
民
の
意
向
を
見
極
め
て
誤

り
の
な
い
選
択
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、

本
市
の
財
政
状
況
は
年
を
追
う
ご
と
に
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
行
政
運
営
経

費
の
縮
減
に
努
力
し
て
、
真
に
市
民
生
活

の
向
上
と
安
定
の
た
め
の
予
算
確
保
に
つ

と
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

課
題
は
ど
れ
も
難
し
い
事
ば
か
り
で
す

が
、
滝
沢
市
長
を
誠
心
誠
意
補
佐
し
、
市

民
か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
市
政
を
実
現

す
る
た
め
全
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、
教
育
長
職
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
井
口
カ
ズ
子
で
す
。

当
市
に
は
、
こ
の
職
に
ふ
さ
わ
し
い
方

が
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
”男
女
共

同
参
画
“
と
い
う
構
え
の
な
か
で
、
女
性

で
あ
る
私
に
機
会
と
場
を
与
え
て
い
た
だ

い
た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
お
引

き
受
け
に
あ
た
り
、
緊
張
感
で
い
っ
ぱ
い

5 平成14年4月10日号 4

新３役（助役・収入役・教育長）紹介
３月31日付けで柳冨士雄助役、村山悦司収入役、生越誠一教育長が退任しました。

柳助役と村山収入役は平成10年４月から４年間、生越教育長は平成２年１月から12

年３か月の間、市政運営における市長のサポート役として尽力いただきました。

４月から、新たに関口芳史助役、大島貞二収入役、井口カズ子教育長が就任し、市

政運営にあたります。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

助

役
　
関

口

芳

史

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

教
育
長
　
井
口
カ
ズ
子

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

収
入
役
　
大

島

貞

二

関
口
助
役
略
歴：

前
㈱
関
芳
取
締
役
装
宴
事

業
部
長
・
Ｓ
Ｓ
事
業
部
長
。
元
野
村
證
券
㈱

債
券
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
室
海
外
ト
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
課
長
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
。
43
歳

大
島
収
入
役
略
歴：

昭
和
41
年
４
月
十
日
町

市
役
所
入
庁
、
商
工
観
光
課
長
補
佐
、
保
健

衛
生
・
市
民
生
活
・
総
務
課
長
、
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
長
を
歴
任
。
中
央
大
学
法
学

部
通
信
教
育
課
程
卒
。
57
歳

井
口
教
育
長
略
歴：

昭
和
37
年
教
員
採
用
。

塩
沢
町
立
第
一
上
田
小
学
校
教
頭
、
大
島
村

立
大
島
小
学
校
長
、馬
場
小
学
校
長
を
歴
任
。

前
水
沢
地
区
公
民
館
長
。
新
潟
大
学
教
育
学

部
卒
。
62
歳

新３役（助役・収入役・教育長）紹介長い間お疲れ様でした

そして、ありがとうございました

３月29日F、職員に見送られ庁舎をあとにする３役
左から柳助役、村山収入役、生越教育長

十日町市の現在と将来について市長と語る絶好の機会です

皆さんのご意見をお聴かせください

◆日時：４月19日F 午後７時から９時

◆会場：クロス10 大ホール

◆内容：①十日町ステージについて

②14年度重点施策について

③助役・収入役・教育長紹介

④意見交換

～大勢の参加をお待ちしています～

市長との「ほっとトーク」を開催します



ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
設
立
の
き

っ
か
け
は
、
十
日
町
２
０
０
５
年
委
員
会

報
告
（
平
成
８
年
）
で
の
「
行
動
す
る
シ

ン
ク
タ
ン
ク
」
提
言
で
し
た
。
そ
の
後
、

10
年
７
月
の
設
立
準
備
委
員
会
開
催
を
皮

切
り
に
具
体
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ
、
市

と
経
済
４
団
体
と
の
協
議
に
よ
り
、
11
年

２
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
当
初
よ

り
、
３
年
目
を
め
ど
に
組
織
な
ど
を
見
直

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
見

直
し
の
時
期
を
迎
え
、
「
業
務
が
多
様
化

し
、現
状
の
組
織
体
制
で
は
限
界
が
あ
る
」

こ
と
や
「
業
務
内
容
は
、
行
政
や
各
団
体

で
取
り
組
み
、
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

事
業
構
築
が
可
能
で
あ
る
」
こ
と
な
ど
か

ら
、
解
散
に
至
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
は
、
大
き
く
５
つ
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
、
里
創
プ
ラ
ン
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
の
事

業
設
計

設
立
と
同
時
に
事
業
設
計
に
着
手
し
、

そ
の
後
３
回
の
事
業
内
容
の
変
更
を
経
て

「
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
事
業
計
画
書
」
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
事
業
計
画
書
の
中
で
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流

館
（
仮
称
）」
の
施
設
機
能

①
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
産
業
振
興
・
交

流
拠
点
施
設

②
十
日
町
地
域
広
域
圏
及
び
十
日
町
市
の

玄
関
口

③
十
日
町
地
域
広
域
圏
内
の
各
施
設
と
の

結
び
目
・
つ
な
ぎ
目

④
ク
ロ
ス
10
の
機
能
を
補
う
施
設

２
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

①
十
日
町
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
策
定
事
業

市
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
「
十
日
町
市

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

３
、
農
業
近
代
化
へ
の
提
言

①
第
１
次
・
第
２
次
提
言

Ｊ
Ａ
十
日
町
に
対
し
、
農
業
基
盤
強
化

の
た
め
農
業
の
複
合
化
を
提
言
し
ま
し

た
。

②
十
日
町
美
味

う
ん
め
え

や
ん
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

特
産
品
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
豊
富

な
妻
有
地
方
の
食
材
を
使
用
し
た
コ
ン
テ

ス
ト
を
実

施
し
ま
し

た
。

４
、
中
山
間
地
域
活
性
化
事
業

①
中
山
間
地
活
性
化
計
画
策
定
事
業

市
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
「
十
日
町
市

中
山
間
地
活
性
化
基
本
計
画
」
及
び
「
吉

田
地
区
中
山
間
地
活
性
化
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

②
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
適
性
試
験
事
業

上
田
原
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽
培
適
正

試
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

③
ど
じ
ょ
う
養
殖
・
販
売
試
験
事
業

休
耕
田
な
ど
を
利
用
し
て
、
ど
じ
ょ
う

の
養
殖
・
販
売
試
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

５
、
そ
の
他

①
ぐ
る
ー
ぷ
情
報
バ
ン
ク
設
置

市
内
で
活
動
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
組

織
・
団
体
の
活
動
情
報
を
集
め
、
情
報
を

共
有
す
る
た
め
に
「
と
お
か
ま
ち
ぐ
る
ー

ぷ
情
報
バ
ン

ク
」
の
冊
子

を
作
成
し
ま

し
た
。

塾
頭
だ
っ
た
澤
田
真
治
さ
ん
か
ら
、
年

間
を
通
し
て
週
２
日
程
度
、
Ｊ
Ａ
十
日
町

の
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤
務
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
し
て
、
引
き
続
き
名
ヶ
山
小
学
校

の
活
用
を
中
心
と
し
た
「
吉
田
地
区
中
山

間
地
活
性
化
計
画
」
の
実
施
に
向
け
、
Ｊ

Ａ
十
日
町
と
連
携
し
て
、
集
落
の
自
主
的

な
取
り
組
み
を
支
援
・
指
導
い
た
だ
き
ま

す
。ま

た
、
食
品
加
工
や
流
通
な
ど
、
澤
田

さ
ん
の
得
意
な
分
野
を
い
か
し
て
、
農
産

物
加
工
施
設
を
利
用
し
た
特
産
品
加
工
の

開
発
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

異
動
▼
新
職
（
旧
職
）
氏
名

退
職
▼
氏
名
（
旧
職
）

〈
課
長
級
〉
14
人

▼
総
務
課
長
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
（
水
道
局
長
）
丸
山
俊
久
▼
税
務
課
長

（
博
物
館
長
・
文
化
財
課
長
）
山
田
正
毅

▼
介
護
保
険
課
長
・
基
幹
型
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
長
（
介
護
保
険
課
長
）
宮
新

一
▼
下
水
道
課
長
（
体
育
課
長
）
保
坂
雅

男
▼
会
計
課
長
（
税
務
課
長
）
柳
邦
男
▼

学
校
教
育
課
長
（
学
校
教
育
課
指
導
管
理

主
事
）
尾
身
辰
二
▼
博
物
館
長
・
文
化
財

課
長
（
会
計
課
長
）
上
村
松
雄
▼
情
報
館

長
・
図
書
館
長
・
十
日
町
市
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
館
長（
情
報
館
長
・
図
書
館
長
）

小
林
宏
行
▼
体
育
課
長
（
学
校
教
育
課
参

事
水
沢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
事
務
取

扱
）
上
村
睦
男
▼
水
道
局
長
（
下
水
道
課

長
）
小
川
周
策
▼
商
工
観
光
課
雇
用
促
進

室
長
（
商
工
観
光
課
長
補
佐
商
工
労
政
係

長
事
務
取
扱
）
市
川
講
▼
学
校
教
育
課
指

導
管
理
主
事（
五
泉
市
立
橋
田
中
学
校
長
）

金
澤
壽
一
▼
学
校
教
育
課
参
事
中
央
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
長
事
務
取
扱
（
学
校
教
育

課
長
補
佐
学
校
教
育
係
長
事
務
取
扱
）
大

口
守
一
▼
学
校
教
育
課
参
事
水
沢
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
長
事
務
取
扱
（
情
報
館
副
館

長
事
務
係
長
事
務
取
扱
・
図
書
館
副
館

長
・
十
日
町
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
主

任
）
上
原
伸
一

〈
退
職
者
〉
18
人

▼
大
島
貞
二
（
総
務
課
長
・
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長
…
十
日
町
市
収
入
役
に
選

任
）
▼
野
h
建
児
（
学
校
教
育
課
長
…
新

潟
県
教
育
委
員
会
へ
転
出
）
▼
宮
澤
萬
平

（
学
校
教
育
課
参
事
中
央
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
長
事
務
取
扱
）
▼
桑
原
ミ
チ
子
（
高

山
保
育
所
長
）
▼
金
沢
政
子
（
建
設
課
克

雪
利
雪
対
策
室
建
築
住
宅
係
主
査
）
▼
高

橋
ア
キ
（
博
物
館
主
査
・
文
化
財
課
文
化

財
係
主
査
）
▼
村
竹
修
（
文
化
財
課
文
化

財
係
主
任
・
博
物
館
主
任
）
▼
渡
辺
功
治

（
公
民
館
川
治
地
区
館
主
任
・
六
箇
地
区

館
主
任
）
▼
羽
鳥
陽
一
（
建
設
課
監
理
係

主
任
…
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合
へ
転

出
）
▼
栗
山
吉
弘
（
商
工
観
光
課
観
光
係

主
任
…
新
潟
県
へ
転
出
）
▼
水
落
巌
（
下

水
道
課
事
務
係
主
事
…
十
日
町
地
域
広
域

事
務
組
合
へ
転
出
）
▼
廣
田
昌
伸
（
総
務

課
総
務
管
理
係
自
動
車
運
転
手
）
▼
池
田

辰
雄
（
総
務
課
総
務
管
理
係
自
動
車
運
転

手
）
▼
大
津
和
子
（
十
日
町
小
学
校
給
食

調
理
員
）
▼
羽
鳥
清
昭
（
水
沢
小
学
校
用

務
員
）
▼
春
川
章
（
中
条
中
学
校
用
務
員
）

▼
樋
口
勝
明
（
吉
田
中
学
校
用
務
員
）
▼

村
山
勝
男
（
中
条
小
学
校
用
務
員
）

〈
退
職
者
〉
１
人

▼
沢
口
則
雄
（
事
務
局
次
長
業
務
第
二
係

長
事
務
取
扱
…
川
西
町
へ
転
出
）

〈
課
長
級
〉
４
人

▼
消
防
本
部
次
長
警
防
課
長
事
務
取
扱
・

消
防
署
長
（
消
防
本
部
総
務
課
長
）
尾
身

誠
司
▼
消
防
本
部
予
防
課
長
（
消
防
本
部

予
防
課
長
補
佐
）
根
津
征
吉
▼
組
合
事
務

局
総
務
課
長
・
消
防
本
部
総
務
課
長
（
消

防
本
部
総
務
課
長
補
佐
）
江
村
久
▼
消
防

署
南
分
署
長（
消
防
署
西
分
署
長
）樋
口
進

〈
退
職
者
〉
３
人

▼
柳
茂
男
（
消
防
本
部
次
長
警
防
課
長
事

務
取
扱
・
消
防
署
長
）
▼
平
野
啓
介
（
消

防
本
部
予
防
課
長
）
▼
真
霜
万
作
（
消
防

署
南
分
署
長
）
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十
日
町
市

十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
十日町まちづくり
シンクタンク解散
平成11年２月１日に発足した十日町まちづくりシンクタンク

（塾長：十日町市長）が３月31日をもって解散しました。

従来の民・官、商・工・農など分野ごとの縦割りを打ち破り、

十日町の活性化をめざして立ちあがったシンクタンクのこれまで

の取り組みをお知らせします。

３
月
31
日
付
け
及
び
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
で
は
、
雇
用
の
場
の
拡
大
・
創
出
を
図
る
た
め
、
商
工

観
光
課
に
雇
用
促
進
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
保
険
課
に
お

と
し
よ
り
相
談
係
を
、
農
林
課
に
水
田
農
業
支
援
係
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置

し
ま
し
た
。
更
に
、
農
林
課
と
下
水
道
課
に
２
人
の
課
長
補
佐
を
配
置

し
ま
し
た
。

課
長
級
以
上
の
異
動
と
退
職
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

上田原で栽培されたブルーベリーの収穫

設
立
・
解
散
の
経
過

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

中
山
間
地
活
性
化
な
ど
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■
健

康

福

祉

課

十日町市の 機構と主な仕事
市 長　滝 沢 信 一 議

　
　
　
会

人

事

秘

書

係

広

報

広

聴

係

企

画

係

新
行
政
推
進
係

市
長
秘
書
、
ほ
う
賞
、
行
政
組
織
、
任
免
、
服
務
、
給
与
等
全
般

広
報
、
広
聴
、
国
際
交
流

総
合
調
整
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
男
女
共
同
参
画
、
火
　
の
都
整
備
、
生
涯
学
習
、
広
域
行
政

地
方
分
権
、
市
町
村
合
併
、
行
財
政
改
革
、
行
政
評
価
、
情
報
化

総

務

管

理

係

文

書

統

計

係

財

政

係

管

財

係

市
政
事
務
嘱
託
員
、
防
災
、
庁
舎
管
理
、
庁
用
車
運
行

市
議
会
議
案
、
例
規
審
査
、
文
書
収
受
・
発
送
、
統
計
、
情
報
公
開

予
算
編
成
、
市
債
、
地
方
交
付
税
、
建
設
工
事
契
約
、
庁
用
物
品
購
入

市
有
財
産
（
建
設
課
所
管
分
を
除
く
）
の
取
得
・
管
理
、
町
界
町
名
整
理
事
業

議
会
の
運
営
、
請
願
・
陳
情
受
理
、
会
議
録
の
作
成

■
企

画

人

事

課

■
事

務

局

課
長
‥
根

津

正

昭

補
佐
‥
池

田

則

夫

補
佐
‥
尾

身

晴

夫

局
長
‥
竹

内

増

蔵

（

）

課
長
‥
丸

山

俊

久

補
佐
‥
福

崎

良

昭

（

）

（

）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

農

業

委

員

会

農
地
転
用
、
農
地
の
貸
借
、
農
業
者
年
金
、
結
婚
促
進
、
出
稼
ぎ
者
届
出

■
事

務

局

局
長
‥
富

井

武

保

（

）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

監

査

委

員

市
政
執
行
に
つ
い
て
の
監
査
、
公
平
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

■
事

務

局

局
長
‥
長

津

一

男

（

）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
の
管
理
・
執
行
、
選
挙
啓
発

■
事

務

局

局
長
‥
丸

山

俊

久

（

）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

里
創
プ
ラ
ン
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「（
仮
称
）
越
後
妻
有
交
流
館
」
建
設

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
準
備
室

東

京

連

絡

所

雇

用

促

進

室

基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

室
長
‥
柳
　
三
代
治

（

）

保

健

予

防

係

健

康

増

進

係

児

童

家

庭

係

障

害

援

護

係

保

育

所

感
染
症
予
防
、
医
療
対
策
、
予
防
接
種
、
献
血
、
修
学
資
金
、
母
子
保
健
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

健
康
づ
く
り
、
成
人
保
健
、
精
神
保
健
福
祉
、
機
能
訓
練
、
保
健
セ
ン
タ
ー

児
童
福
祉
、
保
育
料
、
民
生
・
児
童
委
員
、
家
庭
児
童
相
談
、
保
護
司

生
活
保
護
、
身
体
・
知
的
障
害
福
祉
、
母
子
・
父
子
福
祉
、
旧
軍
人
関
係

鐙
島
・
高
山
・
川
治
・
下
条
・
西
・
北
原
・
水
沢
保
育
所
、
つ
く
し
園

（
社
会
福
祉
事
務
所
）

■
総

務

課

課
長
‥
池

田

春

夫

補
佐
‥
五
十
川
房
子

補
佐
‥
庭

山

広

和

（

）

市

民

係

国

民

年

金

係

生

活

環

境

係

戸
籍
、
住
民
登
録
、
印
鑑
証
明
、
市
民
相
談
、
人
権
擁
護
委
員
、
自
衛
官
募
集

国
民
年
金
、
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当

ご
み
減
量
化
・
再
資
源
化
、
環
境
保
全
、
公
害
防
止
、
交
通
安
全
、
交
通
災
害
共
済
、
消
費
生
活

■
市

民

生

活

課

課
長
‥
村

山

潤

補
佐
‥
阿

部

　

基

（

）

管

理

収

納

係

市

民

税

係

資

産

税

係

市
税
・
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
収
納
、
税
に
関
す
る
証
明
書
等

市
民
税
の
賦
課

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
特
別
土
地
保
有
税
・
軽
自
動
車
税
等
の
賦
課

■
税

務

課

課
長
‥
山

田

正

毅

補
佐
‥
長

津

政

勝

（

）

高

齢

福

祉

係

お
と
し
よ
り
相
談
係

介

護

保

険

係

国

保

係

高
齢
者
福
祉
、
高
齢
者
団
体
の
育
成
、
地
域
福
祉
基
金

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
相
談
、
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
介
護
保
険
認
定
調
査

介
護
保
険
料
の
賦
課
、
介
護
保
険

国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健

■
介

護

保

険

課

課
長
‥
宮

新

一

補
佐
‥
村

山

秀

雄

（
セ
ン
タ
ー
長
‥
宮
　
新
一
）

（

）

農

業

振

興

係

水
田
農
業
支
援
係

林

政

農

災

係

農

村

整

備

係

農
業
・
畜
産
・
水
産
業
振
興
全
般
、
後
継
者
対
策

水
田
農
業
経
営
確
立
対
策
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払

林
業
振
興
、
治
山
、
林
道
、
森
林
公
園
、
農
林
災
害
復
旧

ほ
場
整
備
・
農
業
農
村
整
備
事
業
の
計
画
・
調
査
・
実
施
、
農
業
用
施
設
整
備

■
農

林

課

課
長
‥
根

津

増

蔵

補
佐
‥
登

坂

恒

宣

補
佐
‥
村

山

正

二

（

）

商

工

労

政

係

観

光

係

商
工
業
の
振
興
、
融
資
、
運
輸
通
信
電
力
、
勤
労
者
福
祉
対
策

観
光
振
興
、
誘
客
宣
伝
、
ほ
く
ほ
く
線

■
商

工

観

光

課

課
長
‥
樋

口

一

雄

補
佐
‥
相

崎

芳

則

（

）

克

雪

係

維

持

係

建

築

住

宅

係

…
…
…
…

…
…
…
…

…
…
…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

克
雪
・
利
雪
、
水
資
源
対
策

道
路
・
橋
り
ょ
う
・
河
川
の
維
持
修
繕
、
流
雪
溝
の
新
設
・
維
持
・
修
繕
、
道
路
除
雪

市
有
建
築
物
の
設
計
、
建
築
申
請
、
公
営
住
宅
、
克
雪
住
宅

克
雪
利
雪
対
策
室

室
長
‥
春
日
宏
市
郎

補
佐
‥
山

田

真

一

（

）
監

理

係

土

木

係

都

市

計

画

係

雇

用

促

進

係

市
道
認
定
・
廃
止
、
市
有
財
産
（
建
設
課
所
管
分
）
の
管
理
、
道
路
占
用

道
路
・
橋
梁
の
新
設
・
改
良
・
舗
装
、
河
川
改
修
、
土
木
災
害
復
旧
、
市
有
財
産
（
建
設
課
所
管
分
）
の
取
得

都
市
計
画
、
街
路
・
公
園
事
業
、
児
童
遊
園
地
管
理
、
ほ
く
ほ
く
線
駅
前
広
場
管
理

企
業
誘
致
、
企
業
活
性
化
支
援
、
起
業
家
支
援
、
雇
用
促
進

■
建

設

課

課
長
‥
佐

藤

一

昭

補
佐
‥
高

橋

久

光

室
長
‥
市

川

講

補
佐
‥
高

橋

勝

芳

（ （

） ）

事

務

係

事

業

係
…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

施
設
の
使
用
・
維
持
管
理

地
域
情
報
、
市
史
編
さ
ん
資
料
、
図
書
館
、
教
科
書
セ
ン
タ
ー

■
情
報
館（
図
書
館
）

館
　
長
‥
小

林

宏

行

副
館
長
‥
工

藤

房

子

（

）

事

務

係

事

業

係

集

落

排

水

係

施

設

管

理

係

…
…
…
…

…
…
…
…

…
…
…
…

…
…
…
…

下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
、
下
水
道
の
運
営

下
水
道
施
設
建
設
、
下
水
道
管
渠
施
設
維
持
管
理

農
業
集
落
排
水
事
業
、
管
路
施
設
維
持
管
理

下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
・
農
業
集
落
排
水
処
理
場
維
持
管
理
、
合
併
処
理
浄
化
槽

■
下

水

道

課

課
長
‥
保

坂

雅

男

補
佐
‥
小

林

義

勝

補
佐
‥
太

田

省

三

（

）
事

業

第

一

係

事

業

第

二

係

駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業

■
区

画

整

理

課

課
長
‥
須

藤

健

二

補
佐
‥
樋

口

則

雄

（

）

事

務

係

維

持

係

建

設

係

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
・
農
業
集
落
排
水
使
用
料
の
算
定
・
徴
収

取
水
・
送
配
水
施
設
の
維
持
管
理
、
給
水
工
事
申
込
受
付
・
検
査

水
道
の
新
設
拡
張
事
業
・
施
設
改
良
工
事
の
計
画
・
施
工

■
水

道

局

局
長
‥
小

川

周

策

次
長
‥
南

雲

貞

治

（

）

各
種
工
事
の
履
行
・
確
認
・
検
査

工

事

検

査

員
検
査
員
‥
水

落

勝

（

）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学

校

教

育

係

教
職
員
人
事
、
教
育
課
程
管
理
、
就
学
事
務
、
教
科
書
採
択
、
学
校
給
食

■
学

校

教

育

課

課
　
長
‥
尾

身

辰

二

‥
金

澤

壽

一

補
　
佐
‥
斎

木

文

夫

（

）

庶

務

管

理

係

学
校
施
設
の
整
備
、
教
育
財
産
の
取
得
・
処
分
、
教
員
住
宅
、
学
区
再
編
、
奨
学
金

■
庶

務

管

理

課

課
長
‥
鈴

木

勝

司

補
佐
‥
水

落

辰

美

（

）

社

会

教

育

係

社
会
教
育
の
企
画
・
立
案
、
社
会
教
育
施
設
の
整
備
・
管
理

■
社

会

教

育

課

課
長
‥
大

島

　

勉

補
佐
‥
宇
都
宮
正
人

（

）

体

育

係

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

■
体

育

課

課
長
‥
上

村

睦

男

補
佐
‥
久
保
田
行
雄

（

）

文

化

財

係

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
準
備
係

文
化
財
の
保
護
・
指
定
・
管
理
・
活
用
、
調
査
・
発
掘
、
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録

■
文

化

財

課

課
長
‥
上

村

松

雄

（

）

リ
ゾ
ー
ト
推
進
係

リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
企
画
・
調
査
・
調
整
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
用
地
対
策
、
Ｗ
杯
キ
ャ
ン
プ
運
営

■
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室

室
長：

上

村

良

一

補
佐：

高

橋

孝

一

（

）

事

務

係

事

業

係

地

区

公

民

館
…
…

…
…

…
…

施
設
の
使
用
・
維
持
管
理
、
公
民
館
運
営
審
議
会

各
種
学
級
・
講
座
の
開
設
、
文
化
事
業
の
実
施

中
条
・
飛
渡
・
川
治
・
六
箇
・
吉
田
・
下
条
・
水
沢

■
公

民

館

館
　
長
‥
大

島

　

勉

副
館
長
‥
宇
都
宮
正
人

（

）

学
校
給
食
の
調
理
・
配
送

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
‥
大

口

守

一
水
沢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
‥
上

原

伸

一
十
日
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
…
…

出

納

係

現
金
の
出
納
、
小
切
手
の
振
出
、
会
計
伝
票
整
理
、
決
算

■
会

計

課

課
長
‥
柳

　

邦

男

（

）

教 育 委 員 会

教 育 機 関 事　務　局

指
導
管

理
主
事

博
物
館
の
運
営
・
維
持
管
理
、
展
示
会
の
開
催
、
資
料
の
収
集
・
保
管
・
研
究

■
博

物

館

（
館
長
‥
上

村

松

雄
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

視
聴
覚
教
材
の
貸
出
、
理
科
教
育
の
振
興
・
専
門
的
調
査
研
究
、
小
学
校
18
（
ほ
か
分
校
２
）、
中
学
校
６

■
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
、
小
・
中
学
校

…
…
…

施
設
の
使
用
、
講
座
の
開
設
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
奨
励
、
青
少
年
健
全
育
成

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
所
長：

桑

原

功
）
…
…
…

助 役　関 口 芳 史収入役　大 島 貞 二

教育長　井口カズ子



※
Ｑ
は
会
議
で
出
た
質
問
、
Ａ
は
そ

れ
に
対
す
る
行
政
の
回
答
な
ど
で
す

Ｑ

14
年
度
の
庁
舎
清
掃
委
託
料
を

30
％
削
減
し
た
の
は
、
ど
う
い
っ
た

方
法
な
の
か
？

Ａ

庁
舎
の
清
掃
業
務
内
容
を
見
直

し
、
回
数
を
減
ら
し
た
。
体
育
施
設

な
ど
は
現
状
を
考
慮
し
て
い
る
。

Ｑ

障
害
者
雇
用
計
画
の
策
定
は
ど
う

な
っ
た
の
か
？

Ａ

任
命
権
者
（
市
長
・
教
育
長
）
ご

と
に
達
成
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。
市
職
員
全
体
の
雇
用
基
準
は

満
た
し
て
い
る
。

Ｑ

委
員
選
任
指
針
案
に
「
女
性
委
員

の
割
合
目
標
が
30
％
以
上
」
と
あ
る

が
、
男
女
半
々
の
50
％
と
す
べ
き
で

は
？

Ａ

現
在
、
女
性
の
委
員
登
用
率
は

20
％
く
ら
い
で
あ
り
、
当
面
30
％
を

目
標
と
し
た
。
目
標
設
定
は
徐
々
に

高
く
し
て
い
く
。

Ｑ

民
間
会
社
は
生
産
性
の
数
字
な
ど

で
把
握
で
き
る
が
、
市
の
場
合
は
把

握
で
き
な
い
。
業
務
の
結
果
を
数
字

と
し
て
、
ど
う
や
っ
て
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
？

Ａ

行
政
を
数
字
で
評
価
す
る
の
は
難

し
い
。
民
間
の
よ
う
な
コ
ス
ト
意
識

は
薄
い
が
、
人
件
費
は
考
え
な
く
て

は
い
け
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
の
質
は
落

と
せ
な
い
の
で
、
合
併
の
問
題
も
考

慮
し
て
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ

職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て
、
研

修
の
充
実
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
職

員
の
育
成
は
一
朝
一
夕
で
で
き
な
い

こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
民
間
団
体

と
の
交
流
を
通
じ
て
専
門
的
な
研
修

が
で
き
な
い
か
？

Ａ

民
間
団
体
で
の
研
修
は
、
難
し
い

点
が
あ
る
が
、
民
間
と
の
交
流
を
開

く
と
い
う
点
で
、
内
部
で
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
は

間
違
っ
た
仕
事
が
で
き
な
い
職
種
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
計
画
し
て
か
ら

実
行
に
移
す
ま
で
民
間
と
違
い
非
常

に
時
間
が
か
か
る
。
で
き
た
と
き
に

は
時
代
遅
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
ス
ピ
ー
ド
と
い

う
点
を
意
識
し
て
計
画
実
行
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
財
政
改
革
は
、
市
の
財
政
状
況
が
極

め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
な
か

で
、
市
民
の
目
線
で
の
見
直
し
を
行
い
、

総
合
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。
こ
れ
に
は
節
約
意
識
を

も
っ
た
職
員
の
育
成
が
必
要
で
あ
り
、
職

場
か
ら
仕
事
の
進
め
方
の
見
直
し
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
積
極
的
に
進
め
て

い
き
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
あ

げ
ら
れ
る
行
財
政
を
目
指
し
ま
す
。

13
年
４
月
に
庁
内
の
組
織
を
再
編
し
、

事
務
局
と
な
る
新
行
政
推
進
係
を
新
た
に

配
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
を
本
部
長

に
各
課
の
課
長
な
ど
13
人
で
行
政
改
革
推

進
本
部
を
組
織
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
で
作

成
し
た
実
施
計
画
書
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

更
に
、
市
民
委
員
会
で
あ
る
行
政
改
革

推
進
委
員
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

わ
た
り
幅
広
い
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
改
革
推
進
委
員
（
任
期：

13
年
11
月

20
日
〜
15
年
11
月
19
日
）
※
敬
称
略

委
員
長
…
村
山
義
政
、
副
委
員
長
…
中
林

英
雄
、
委
員
…
大
熊
芳
彦
、
児
玉
悦
、
児

玉
義
昭
、
富
井
教
雄
、
根
津
雅
子
、
水
落

竹
四14

年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
食
糧
費
の

全
廃
や
旅
費
・
特
殊
勤
務
手
当
て
の
見
直

し
、
庁
内
清
掃
を
は
じ
め
と
す
る
維
持
管

理
費
の
圧
縮
に
よ
り
、
５
、
３
０
０
万
円

を
削
減
し
ま
し
た
。
ま
た
、
団
体
補
助
金

も
６
９
０
万
円
削
減
し
ま
し
た
。
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行
財
政
改
革
は
、
平
成
12
年
７
月
に
策
定
さ
れ
た
第
二
次
十
日
町
市
行
財

政
改
革
大
綱
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
綱
は
、
３
つ
の
基
本
指

針
で
構
成
さ
れ
、
各
課
が
作
成
す
る
実
施
計
画
書
に
よ
り
、
具
体
的
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

13
年
度
の
行
財
政
改
革
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

基
本
方
針

１
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

２
、
行
政
の
効
率
化
の
徹
底

３
、
健
全
な
財
政
運
営

■問合せ

企画人事課新行政推進係

157‐3111（内線217）

行政改革推進委員募集

現在２人の欠員が生じているた

め、公募により委員を募集します。

◆募集人数 ２人

◆任　　期 平成15年11月19日まで

◆応募資格

①市内に住所を有する４月30日

現在満20歳以上の人

②十日町市で設置する審議員など

の委員でない人

③年５回程度開催する会議に出席

できる人

◆応募方法

小論文「私の考える行財政改革」

（800文字程度）を提出 ※住所・氏

名・年齢・職業を記載すること

◆応募締切 ４月30日c（郵送可、

当日消印有効）

◆審　　査 委員選考審査会で選考

◆結　　果 全員に通知

行
政
改
革
の
会
議
を

の
ぞ
い
て
み
よ
う
！

年
度
行
財
政
改
革
の
実
施
状
況

13
目
　
　
的

推
進
体
制

実
施
状
況

13年度の取り組み

13年度実施計画項目　実施状況

※14年度は、更に実施計画を見直し、継続して実施します。

協働推進班：16項目� 5（31.2％）�

12（30.8％）�

1（7.2％）�

4（10.2％）�

1（7.2％）�

7（43.8％）�

23（59.0％）�

10（71.4％）�

4（25.0％）�

4（10.2％）�

3（21.4％）�

効率化徹底班：39項目�

健全財政班：14項目�

実施済み� 取組中� 未実施�

実施済み�
18�

（26.1％）�

取組中�
40�

（58.0％）�

未実施�
11�

（15.9％）�

《全体　69項目》�

基本指針 取り組み項目 主な実施計画 項目数

市民との協働に
よるまちづくり

【協働推進班】

行政の効率化の
徹　　　　　底

【効率化徹底班】

健全な財政運営

【健全財政班】

１　開かれた市政の推進
市報の充実
ホームページの充実
行政情報コーナーの設置

２　協働によるまちづくりの推進
審議会・委員会の委員公募
審議会・委員会の女性委員登用
ＮＰＯへの支援

１　事務事業の見直し
広域連携の促進
窓口サービス時間の延長

9

7

15

２　組織・機構の見直し
審議会・委員会の整理合理化
東京事務所の廃止

8

３　職員の意識改革と人材育成
市長と職員が語る会
目標管理制度・人事考課制度の活用

13

４　職員数の目標 定員適正化計画の策定・公表・実施 3

１　健全財政の維持
財政事情の公表
財政調整基金の確保

4

２　財源の充実・確保
市税の適正課税・適正確保
受益と負担の公平化

4

３　予　　算 行政評価結果の活用 1

４　経費抑制と削減
特殊勤務手当の見直し
経常経費の削減

3

５　財政指標 経常収支比率の抑制 2

合計69項目にわたる実施計画
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■
日
時
＝
５
月
３
日
（
憲
法
記
念
日
）
午

前
11
時
〜
午
後
３
時
（
駅
通
り
の
み
４

時
ま
で
）

■
会
場
＝
本
町
１
〜
６
、高
田
町
１
〜
２
、

駅
通
り

■
日
時
＝
３
日
（
憲
法
記
念
日
）
午
前
11

時
〜
午
後
３
時
（
予
定
）

■
会
場
＝
歩
行
者
天
国
内
（
本
町
３
特
設

ス
テ
ー
ジ
ほ
か
）

■
内
容
＝
コ
ミ
ッ
ク
南
京
玉
す
だ
れ
・
が

ま
の
油
売
り
・
飴あ
め

細
工
・
忍
者
シ
ョ
ー

（
忍
法
武
芸
の
演
武
、
子
ど
も
忍
者
修

行
体
験
、
忍
者
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）

■
日
時
＝
３
日
（
憲
法
記
念
日
）
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
４
時

■
集
合
＝
ク
ロ
ス
10

■
内
容
＝
き
も
の
姿
で
市
内
散
策
（
昼
食

付
）

■
募
集
人
数
・
参
加
費
＝

①
き
も
の
持
参
の
人
‥
10
人
…
２
、０
０

０
円

②
き
も
の
を
借
り
る
人
‥
振
袖
25
人
、

紬
つ
む
ぎ

ま
た
は
付
下
げ
５
人
…
５
、
０
０

０
円

■
申
込
み
＝
十
日
町
市
観
光
協
会
（
1
57

│
３
３
４
５
市
役
所
内
）

■
日
時
＝
３
日
（
憲
法
記
念
日
）
午
前
11

時
〜
午
後
３
時

■
会
場
＝
歩
行
者
天
国
内
（
本
町
２
）

■
内
容
＝
摺す

り
友
禅
・
絞
染
め
・
手
織

り
・
染
色
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
・
ハ
ギ
レ
販
売

■
日
時
＝
３
日
（
憲
法
記
念
日
）
午
前
11

時
〜
午
後
３
時

■
会
場
＝
歩
行
者
天
国
内
（
本
町
１
）

■
出
店
料
＝
無
料

■
申
込
み
＝
ア
カ
ク
ラ
（
本
町
１
1
57
│

０
２
７
０
）

※
き
も
の
ま
つ
り
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

は
、
市
報
と
お
か
ま
ち
４
月
25
日
号
の

折
込
で
詳
し
く
お
伝
え
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
＝
十
日
町
市
観
光
協
会
（
1
57

│
３
３
４
３
）

歩
行
者
天
国

き
も
の
の
里
を

き
も
の
で
歩
こ
う

〜
参
加
者
募
集
中
〜

元
祖
フ
リ
ーマ

ー
ケ
ッ
ト

〜
出
店
者
募
集
中
〜

染
織
体
験
広
場

■日時＝５月２日e 正午～午後２時30分

■会場＝塩之又森林公園　　■会費＝１人4,000円

■内容＝山菜のてんぷら、山菜豚汁、山菜料理、山菜

ご飯、ビール・お酒　※旬の山菜でおもてなしします。

■申込み＝４月25日eまでに会費を添えてお申し込

みください。①直接申込み＝農林課林政農災係または

クロス10へ。②電話申込み＝農林課林政農災係（内

線335）または林福市（152－2220）へ。

塩之又山菜まつり
春の味覚を、心ゆくまでお楽しみください

5/2（木）～3（ ）
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き
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ま
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る
、
春
の
祭
典
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き
も
の
ま
つ
り
」。

５
月
の
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、
身
も
心
も
装
っ
て
街
に
出
か
け
ま
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ん
か
。

き
も
の
の
ま
ち
を
象
徴
す
る
、
春
の
祭
典
「
き
も
の
ま
つ
り
」。

５
月
の
連
休
は
、
身
も
心
も
装
っ
て
街
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

き
も
の
の
ま
ち
を
象
徴
す
る
、
春
の
祭
典
「
き
も
の
ま
つ
り
」。

５
月
の
連
休
は
、
身
も
心
も
装
っ
て
街
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

日
光
江
戸
村
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

４
月
１
日
b
、
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
チ
ー

ム
十
日
町
キ
ャ
ン
プ
推
進
委
員
会
事
務
局

（
推
進
本
部
）
を
市
役
所
か
ら
本
町
３
丁

目
（
第
四
銀
行
向
い
、
旧
十
日
町
商
事
１

階
）
に
移
設
し
ま
し
た
。

推
進
本
部
で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
や
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
関
連
の
ポ
ス
タ
ー
、
グ
ッ
ズ

な
ど
を
展
示
・
紹
介
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
期
間
中
は
、
ク
ロ
ア

チ
ア
の
報
道
関
係
者
を
は
じ
め
国
内
外
か

ら
の
来
訪
者
の
た
め
の
案
内
所
と
し
て
提

供
し
て
い
く
予
定
で
す
。

推
進
委
員
会
で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
か
ら

の
お
客
さ
ま
を
歓
迎
す
る
た
め
に
、
ク
ロ

ア
チ
ア
国
旗
と
歓
迎
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
か
ら
商
店

街
の
お
店
を
中
心
に
は
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
国
旗
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

は
っ
て
く
れ
る
お
店
や
お
宅
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
推
進
本
部
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
◆
1
57
│
６
５
５
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
50

│
７
１
７
１

３
月
15
日
f
に
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の

建
国
10
周
年
記
念
式
典
が
東
京
の
駐
日
ク

ロ
ア
チ
ア
大
使
館
で
開
催
さ
れ
、
滝
沢
市

長
も
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

ド
ラ
ゴ
・
ブ
ヴ
ァ
チ
ュ
大
使
と
会
談
し

た
市
長
は
、
全
市
を
挙
げ
て
ク
ロ
ア
チ
ア

代
表
チ
ー
ム
を
歓
迎
す
る
意
向
を
伝
え
ま

し
た
。

な
お
大
使
は
、
５
月
11
日
g
・
12
日
a

に
開
催
さ
れ
る
地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ

ム
in
越
後
妻
有
の
田
植
え
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
ご
夫
妻
で
参
加
す
る
予
定
で
す
。

Vol . 6

キャンプ期間：５月20日B～６月２日A

外
国
の
お
客
様
に

お
も
て
な
し
の
心
を

〜
旅
館
・
駅
関
係
者
が
受
入
研
修
〜

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
期
間
中
に
新
潟
を
訪
れ

る
外
国
人
客
を
温
か
く
迎
え
よ
う
と
、
３
月

28
日
e
に
湯
沢
町
で
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
市
内
や
南
魚
沼
郡
内
の
旅
館
・
駅
関
係

者
な
ど
72
人
を
前
に
、
１
８
０
か
国
10
万
人

の
外
国
人
宿
泊
実
績
を
も
つ
上
野
の
「
澤
の

屋
旅
館
」
経
営
者
、
澤
功
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

澤
さ
ん
は
、「
宿
は
旅
の
目
的
で
は
な
い
。

気
楽
な
気
分
に
ど
う
さ
せ
る
か
が
大
事
」
と

強
調
。
「
最
低
限
の
言
葉
を
知
っ
て
い
れ
ば

意
志
は
通
じ
る
。外
国
人
を
特
別
扱
い
せ
ず
、

人
と
人
の
つ
き
あ
い
を
し
て
ほ
し
い
」
と
、

も
て
な
し
の
心
を
伝
え
ま
し
た
。

十
日
町
市
に
は
、
数
は
少
な
い
も
の
の
、

代
表
チ
ー
ム
を
心
か
ら
愛
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー

が
「
物
価
の
壁
・
言
葉
の
壁
」
を
乗
り
越
え

て
、
や
っ
て
来
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

研
修
参
加
者
の
み
な
ら
ず
、
市
民
全
員
で
温

か
く
迎
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ク
ロ
ア
チ
ア
国
旗
を
飾
ろ
う

推
進
本
部
を
本
町
に
移
設

手つかずの自然が数多く残され

ているクロアチアは、ヨーロッパ

中から多くの観光客が集まる美し

いリゾート地です。青い海と複雑

に入り組んだ海岸線は「アドリア

海の秘宝」と呼ばれています。

観光客数も年々増え、日本から

も年間２万人が訪れています。四

季が明りょうで温泉が多いなど、日

本との共通点も数多くあります。

クロアチア
ミニ情報②

クロアチアはリゾートの国

ク
ロ
ア
チ
ア
と
の
交
流
開
始

第26回

憲　法
記念日
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平
成
13
年
12
月
31
日
現
在
で
実
施
し
た
工
業

統
計
調
査
結
果
（
概
数
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
繁
忙
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
年
と
同
じ
く
５
事
業
所
（
１
・
０
％
）
の

減
と
な
り
、
製
造
業
の
事
業
所
が
、
概
数
の
段

階
で
初
め
て
５
０
０
を
下
回
り
ま
し
た
。

繊
維
工
業
品
は
２
事
業
所
の
減
で
、
減
少
傾

向
が
継
続
し
て
い
ま
す
。

前
年
減
少
数
の
１
１
８
人
を
上
回
る
１
６
７

人
（
３
・
７
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

繊
維
工
業
品
の
１
５
４
人
と
電
気
機
械
器
具

の
65
人
の
減
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

前
年
に
比
べ
19
億
２
、
３
７
３
万
円
（
４
・

１
％
）
の
減
で
、
４
５
０
億
２
、
７
８
２
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

繊
維
工
業
品
の
減
が
今
年
も
13
億
円
（
６
・

６
％
）
と
最
も
多
く
、
減
少
総
額
の
３
分
の
２

を
占
め
て
い
ま
す
。
構
成
比
で
も
40
・
９
％
と

な
り
、か
ろ
う
じ
て
４
割
台
を
維
持
し
ま
し
た
。

繊維�
工業品�
40.9％�

電気�
機械器具�
17.0%

食料品�
 9.4%一般機械�

器具 4.1%

窯業・土石製品 2.7%

その他�
22.1％�

輸送用機械器具 3.9%

製造品�
出荷額等�
450億�
2,782万円�

事
業
所
数
（
４
９
４
）

従
業
者
数
（
４
、
３
９
５
人
）

製
造
品
出
荷
額
等
（
４
５
０
億
円
）

出 機 調 査 結 果

工 業 統 計 調 査 結 果 速 報

〈注〉平成13年の数値は概数のため、後日県及び国が公表する確定数とは異なることがあります。Ｘは公表を差し控えたものです。
数字の単位未満は四捨五入しているため、合計の数値と内訳の計が一致しない場合もあります。12年の数値は確定値です。

地区名
事 業 所 数 織機の台数

12年 13年 対前年
増減数 12年 13年 対前年

増減数

122総　数 122 0 122 122 0

11十日町 11 0 11 11 0

37中　条 34 △ 3 37 34 △ 3

17川　治 14 △ 3 17 14 △ 3

2六　箇 2 0 2 2 0

18吉　田 20 2 18 20 2

28下　条 30 2 28 30 2

9水　沢 11 2 9 11 2

産 業 中 分 類
事　業　所　数

12年 13年 対前年
増減数

対前年
増減比 構成比

499 494 △ 5 △ 1.0 100.0

32 32 0 0.0 6.5

従　業　者　数（人）

12年 13年 対前年
増減数

対前年
増減比 構成比

4,562 4.395 △167 △ 3.7 100.0

353

製　造　品　出　荷　額　等（万円）

12 年

4,695,155

473,554

13 年

4,502,782

424,768

対前年増減数

△ 192,373

△ 48,786

対前年
増減比

△ 4.1

△10.3

構成比

100.0

9.4362 9 2.5 8.2

1 1 0 0.0 0.2 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ＸＸ Ｘ Ｘ Ｘ

306 304 △ 2 △ 0.7 61.5 2,049 1,969,865 1,839,811 △130,054 △ 6.6 40.91,895 △154 △ 7.5 43.1

19 19 0 0.0 3.8 249 111,392 80,948 △ 30,444 △27.3 1.8246 △ 3 △ 1.2 5.6

7 5 △ 2 △28.6 1.0 21 13,137 11,119 △ 2,018 △15.4 0.219 △ 2 △ 9.5 0.4

16 16 0 0.0 3.2 65 63,005 61,093 △ 1,912 △ 3.0 1.468 3 4.6 1.5

3 3 0 0.0 0.6 11 3,075 2,630 △ 445 △14.5 0.110 △ 1 △ 9.1 0.2

12 11 △ 1 △ 8.3 2.2 91 84,223 79,466 △ 4,757 △ 5.6 1.885 △ 6 △ 6.6 1.9

1 1 0 0.0  0.2 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ＸＸ Ｘ Ｘ Ｘ

4 3 △ 1 △25.0  0.6 30 28,297 18,184 △ 10,113 △35.7 0.424 △ 6 △20.0 0.5

2 2 0 0.0  0.4 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ＸＸ Ｘ Ｘ Ｘ

3 4 1 33.3  0.8 38 76,817 79,380 2,563 3.3 1.837 △ 1 △ 2.6 0.8

8 8 0 0.0  1.6 98 126,887 119,383 △ 7,504 △ 5.9 2.793 △ 5 △ 5.1 2.1

1 1 0 0.0 0.2 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ＸＸ Ｘ Ｘ Ｘ

11 9 △ 2 △18.2 1.8 91 97,690 71,068 △ 26,622 △27.3 1.684 △ 7 △ 7.7 1.9

12 13 1 8.3  2.6 115 145,589 186,591 41,002 28.2 4.1115 0 0.0 2.6

33 30 △ 3 △ 9.1 6.1 829 850,441 763,266 △ 87,175 △10.3 17.0764 △ 65 △ 7.8 17.4

3 3 0 0.0 0.6 100 222,140 173,537 △ 48,603 △21.9 3.9116 16 16.0 2.6

1 3 2 200.0 0.6 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ＸＸ Ｘ Ｘ Ｘ

24 26 2 8.3 5.3 180 121,134 126,924 5,790 5 2.8189 9 5.0 4.3

242 307,909 464,614 156,705 50.9 10.3288 46 19.0 6.6

総 数

食 料 品

飲料・たばこ・飼料

繊 維 工 業 品

衣服・その他の繊維製品

木 材 ・ 木 製 品

家 具 ・ 装 飾 品

パルプ・紙・紙加工品

出版・印刷・同関連品

化 学 工 業 製 品

プラスチック製品

ゴ ム 製 品

なめし革・同製品・毛皮

窯 業 ・ 土 石 製 品

非 鉄 金 属

金 属 製 品

一 般 機 械 器 具

電 気 機 械 器 具

輸 送 用 機 械 器 具

精 密 機 械 器 具

そ の 他 の 製 品

Ｘ の 計
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○
都
市
計
画
区
域
拡
大
の
目
的

都
市
計
画
区
域
が
最
後
に
指
定
さ
れ
て

以
来
47
年
が
経
過
し
ま
す
。
そ
の
間
、
都

市
計
画
区
域
内
外
に
わ
た
り
、
国
道
１
１

７
号
沿
い
や
主
要
地
方
道
小
千
谷
十
日
町

津
南
線
沿
い
を
中
心
と
し
て
、
住
宅
な
ど

の
ミ
ニ
開
発
や
大
規
模
リ
ゾ
ー
ト
施
設
・

ゴ
ル
フ
場
な
ど
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
開
発
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

都
市
化
の
動
き
は
、
「
上
越
魚
沼
地
域

振
興
快
速
道
路
」
の
計
画
の
進
み
具
合
に

よ
っ
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
顕
著
に
な
る
と

予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
や
将
来
展
望
を
ふ
ま

え
る
と
、
将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め

に
は
適
正
な
土
地
利
用
（
ま
ち
づ
く
り
）

や
良
好
な
住
環
境
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
誘

導
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
都
市
計
画
区
域
を
拡
大
し
、
都
市

計
画
法
・
建
築
基
準
法
な
ど
を
う
ま
く
活

用
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
で
す
。

○
都
市
計
画
区
域
の
拡
大
範
囲

既
に
、
十
日
町
・
中
条
・
川
冶
・
六
箇

地
区
を
都
市
計
画
区
域
に
指
定
し
て
い
ま

す
（
昭
和
29
年
最
終
指
定
）。

今
回
の
見
直
し
で
、
新
た
に
下
条
・
吉

田
地
区
（
一
部
山
間
地
除
く
）
及
び
水
沢

地
区（
姿
・
安
養
寺
地
区
の
山
間
地
除
く
）

を
都
市
計
画
区
域
に
指
定
し
ま
し
た
。

○
指
定
日

平
成
14
年
４
月
１
日

○
都
市
計
画
区
域
に
な
る
と

都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法
の
も

と
、
適
正
な
土
地
利
用
・
統

制
の
と
れ
た
住
環
境
整
備
が

図
れ
ま
す
。

〈
具
体
例
〉

・
３
、
０
０
０
㎡
以
上
の
開

発
行
為
は
、
市
長
の
許
可

が
必
要
と
な
り
ま
す

・
５
、
０
０
０
㎡
以
上
の
土

地
取
引
は
、
県
知
事
へ
の

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す

・
新
築
及
び
10
㎡
以
上
の
増

改
築
は
、
建
築
確
認
が
必

要
と
な
り
ま
す

ま
た
、
都
市
計
画
制
度
を

利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
具
体
例
〉

・
地
区
計
画
制
度
、
用
途
地
域
制
度
、
都

市
計
画
事
業
な
ど
の
導
入
が
可
能
と
な

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
幅
が
広
が
り
ま
す

都
市
計
画
区
域
を
見
直
し
ま
し
た

市
で
は
、
11
年
度
よ
り
都
市
計
画
区
域
の
変
更
（
拡
大
）
作
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
当
初
は
市
全
域
を
都
市
計
画
区
域
と
す
る
方
針
で
し
た
が
、
13
年
５

月
の
都
市
計
画
法
改
正
に
伴
い
、
下
条
・
吉
田
・
水
沢
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部

を
新
た
な
都
市
計
画
区
域
に
指
定
し
ま
し
た
。

市
の
将
来
都
市
像

・
新
長
期
発
展
計
画

『
や
さ
し
さ
と
ふ
れ
あ
い
に

満
ち
た
活
力
あ
ふ
れ
る
都
市
』

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

『
暮
ら
し
続
け
た
い
ま
ち
』

新たに都市計画�
区域に指定した�
地域（下条地区）�

新たに都市計画区域に�
指定した地域（水沢地区）�
新たに都市計画区域に�
指定した地域（水沢地区）�

新たに都市計画区域に�
指定した地域（吉田地区）�

現在の都市計画区域�
R117

R253

既定都市計画区域�

水沢地区�

吉田地区�

下条地区�

R253

R252R252

既定都市計画区域�

水沢地区�

吉田地区�

下条地区�

問合せ

■都市計画全般…

建設課都市計画係

157-3111（内線252）

■建築関係…

建設課克雪利雪対策室建築

住宅係

157-3111（内線275）
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システム開発を海外で

４月２日c、青年海外協力隊に参加する長津宏幸さん（高

田町５・㈱オスポック勤務）が市長を表敬訪問しました。長

津さんは２年間、システムエンジニアとしてヨルダンのイル

ビット市役所で文書管理システムの構築などにあたります。

「日本とは違う中近東の習慣など、さまざまなことを経験し

たい」と抱負を語っていました。

上野公園花見ツアー

10回目を迎えた大好き十日町会主催の「上野公園花見ツ

アー」が３月31日a、上野公園中央園路でにぎやかに行わ

れました。「さよなら大好き十日町会」と銘打ち、大好き十

日町会の解散報告会も兼ねた今回の花見ツアーには、十日

町出発51人、現地集合100人、計151人が参加しました。大

集団は花見グループの中でもひときわ目立ち、舞い散る桜

の下、旧交を温め合っていました。

村上茂樹さんが新すい星発見

村上茂樹さん（森林総合研究所十日町試験地勤務）が新

すい星を発見しました。３月12日c午前４時20分、手製の

反射式望遠鏡を使った観測で、わし座の中から発見したもの

です。「アマチュアの発見数が減っている中、長年の夢が実

現できて本当にうれしい」と語っていました。新すい星は米

国で同じ星を発見した、ダグラス・スナイダーさんの名前と

合わせ『スナイダー・村上すい星』と名付けられました。

４
月
１
日
b
、
市
内
で
初
め
て
の
高

齢
者
集
合
住
宅
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
み
よ
し

台
」
が
開
所
し
ま
し
た
。

下
条
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
三

好
園
」
の
隣
接
地
に
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
運
営
は
社
会
福
祉
法
人
十
日
町
寿

福
祉
会
（
近
藤
哲
雄
理
事
長
）
が
あ
た

り
ま
す
。

ケ
ア
ハ
ウ
ス
み
よ
し
台
は
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
自
由
で
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
「
食
事
付
集
合
住

宅
」
で
す
。

「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
み
よ
し
台
」
開
所

国
宝
・
火
　
型
土
器
,
１
の
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
名
前
が
つ
き
ま

し
た
。
そ
の
名
も
「
ほ
の
お
ま
る
」
で

す
。市

内
の
小
学
校
４
〜
６
年
生
を
対
象

に
名
前
の
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
４

３
６
人
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
小
学
校
の
先
生
の
協

力
を
得
て
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
、
か
わ
い
ら
し

い
名
前
を
選
び
ま
し
た
。

「
ほ
の
お
ま
る
」で
す
！
よ
ろ
し
く
ね

tokamachi topics tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

ほくほく線開業５周年記念フェスタ

３
月
23
日
g
、
市
民
会
館
で
「
ほ
く
ほ

く
線
開
業
５
周
年
記
念
フ
ェ
ス
タ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
や
ペ
ド
ロ
＆

カ
プ
リ
シ
ャ
ス
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
多
彩

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

沿
線
各
駅
の
一
日
駅
長
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
市
内
で
は
、
美
佐
島
駅
長
に
池
田

誠
さ
ん
（
猿
倉
）
、
し
ん
ざ
駅
長
に
樋
熊

真
さ
ん
（
新
座
第
１
）
、
十
日
町
駅
長
に

水
落
實
さ
ん
（
稲
荷
町
３
南
）
が
そ
れ
ぞ

れ
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

俳
優
の
渡

辺
文
雄
さ
ん

が
「
こ
れ
か

ら
の
鉄
道
の

旅
」
を
テ
ー

マ
に
記
念
講

演
を
行
い
ま

し
た
。

渡
辺
さ
ん
は
「
鉄
道
は
自
動
車
で
は
味

わ
え
な
い
快
適
感
を
提
供
で
き
る
交
通
機

関
。
も
う
一
度
鉄
道
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
本
質
を
見
な
が
ら
考
え
直
す
、
そ
こ

か
ら
新
し
い
地
域
発
展
の
方
法
が
見
つ
か

る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
地
域
に
賑に
ぎ

わ
い
、
旅
人
に
感
動
を
！
」

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

一

日

駅

長

記

念

講

演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
こ
の
地
域
に
は
大

変
珍
し
い
も
の
が
残
っ
て
い
る
が
地
元
の

人
は
気
が
付
い
て
い
な
い
。
観
光
開
発
に

は
魅
力
的
な
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
」

「
観
光
客
は
普
段
着
の
土
地
の
人
に
会
い

た
い
。
普
段
着
の
も
て
な
し
が
リ
ピ
ー
タ

ー
の
増
加
に
つ
な
が
る
」「
観
光
す
る
人
が

旅
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
受
け
入
れ
る

人
が
仕
掛
け
を
し
て
旅
を
つ
く
る
時
代
」

な
ど
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
的
に
も
珍
し
い
「
つ
む
ぎ
」
で
で

き
た
き
っ
ぷ
や
、
裏
側
に
ほ
く
ほ
く
線
の

四
季
が
印
刷
さ
れ
た
３
枚
セ
ッ
ト
の
回
数

券
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー

・
渡
辺
文
雄
氏
（
俳
　
優
）

・
小
野
塚
力
氏
（
松
之
山
温
泉
白
川
屋
専
務
取
締
役
）

・
上
野
嘉
子
氏
（
㈲
あ
や
め
フ
ー
ド
取
締
役
）

・
中
島
信
義
氏
（
わ
た
ら
せ
渓
谷
鉄
道
㈱
代
表
取
締
役
）

・
滝
沢
信
一
氏
（
十
日
町
市
長
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
貝
瀬
正
泰
氏
（
新
潟
日
報
社
長
岡
支
社
報
道
部
長
）

記
念
き
っ
ぷ
・
回
数
券

4月27日G美佐島駅前広場、5月3日_

十日町駅前広場でも発売されます。
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白
血
病
や
重
症
再
生
不
良
性
貧
血

な
ど
の
血
液
疾
患
に
よ
り
、
毎
年
全

国
で
約
６
、
０
０
０
人
が
発
病
し
て

い
ま
す
。
骨
髄
移
植
は
、
こ
れ
ら
の

疾
患
に
有
効
な
治
療
法
で
す
。

骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
、
患
者
さ
ん
と
骨
髄
を
提
供
し
て

く
れ
る
人
（
ド
ナ
ー
）
の
白
血
球
の

型
（
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
）
が
一
致
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
確
率

は
兄
弟
姉
妹
で
４
人
に
１
人
、
そ
れ

以
外
で
は
数
百
人
か
ら
数
万
人
に
１

人
と
た
い
へ
ん
低
い
た
め
、
多
く
の

ド
ナ
ー
を
募
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

広
く
善
意
の
骨
髄
提
供
を
呼
び
か

け
る
「
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
」
は
10
年

前
に
開
始
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
３
、

０
０
０
人
以
上
の
患
者
を
救
っ
た
実

績
が
あ
り
ま
す
。

ド
ナ
ー
登
録
者
は
２
月
末
現
在
で

15
万
人
に
達
し
ま
し
た
が
、
骨
髄
移

植
を
必
要
と
す
る
患
者
は
毎
年
２
、

０
０
０
人
以
上
お
り
、
約
２
割
の
患

者
は
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
適
合
の
ド
ナ
ー
候
補

者
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

患
者
に
生
き
る
希
望
を
与
え
る
の

は
、
あ
な
た
の
や
さ
し
さ
と
勇
気
に

よ
る
ド
ナ
ー
登
録
で
す
。

◆
骨
髄
と
は
？
　

骨
の
中
の
ゼ
リ
ー
状
の
液
体
で

す
。
脊
髄
で
は
あ
り
ま
せ
ん

◆
骨
髄
移
植
と
は
？

骨
髄
液
を
点
滴
で
入
れ
る
こ
と
で

す
。
骨
を
切
っ
て
く
っ
つ
け
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
ド
ナ
ー
登
録
と
は
？

腕
か
ら
約
10
cc
を
採
血
し
、
白
血

球
の
型
を
調
べ
ま
す
。
こ
の
型
が
骨

髄
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
、
定
期
的
に

患
者
さ
ん
と
照
合
検
索
さ
れ
ま
す
。

◆
ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
人
は
？

20
歳
か
ら
50
歳
ま
で
の
健
康
な

人
・
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
に
理

解
し
、
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て
家
族

の
同
意
を
得
て
い
る
人
で
す
。

◆
ド
ナ
ー
登
録
の
受
け
付
け
は
？

登
録
受
付
は
予
約
制
で
、
毎
週
第

２
・
４
木
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

事
前
に
六
日
町
健
康
福
祉
環
境
事
務

所
医
薬
予
防
課
（
０
２
５
７
│
72
│

８
１
４
２
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

資
料
は
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

に
も
あ
り
ま
す
。

現
在
の
登
録
者
は
15
万
人

多
く
の
皆
さ
ん
の
登
録
を

お
願
い
し
ま
す

30
万
人
登
録
を
目
指
す

骨
髄
バ
ン
ク
事
業

セーラームーンが大好きな姉の寿里ちゃんはとってもおしゃまさん。春か

ら保育所に通い始め、お家では野菜の皮むきなど、料理のお手伝いもしてい

ます。しゃべり始めたばかりの妹、夢里ちゃんのめんどう見もいいんです。

くまき　じゅりちゃん　平成10年８月24日生まれ　稲荷町２

くまき　ゆりちゃん　　平成12年11月10日生まれ

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

1

東
京
の
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
Ｊ
Ａ
に
就

職
し
て
５
年
目
に
な
り
ま
す
。
以
前
は
南
部

支
店
で
金
融
の
窓
口
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

ぴ
っ
と
ラ
ン
ド
に
異
動
し
て
ち
ょ
う
ど
１
年

が
経
ち
ま
し
た
が
、
全
く
違
っ
た
職
業
に
な

っ
た
み
た
い
で
す
。
体
を
動
か
す
こ
と
も
、

お
客
さ
ん
と
接
す
る
こ
と
も
大
好
き
な
の

で
、
今
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
ね
。
前
よ
り

は
つ
ら
つ
し
て
る
っ
て
言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
。

冬
は
と
に
か
く
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ざ
ん
ま
い

で
す
。
職
場
が
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今

シ
ー
ズ
ン
は
そ
れ
ほ
ど
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

何
も
考
え
ず
に
滑
り
に
集
中
し
ま
す
。
ス
ト

レ
ス
解
消
に
は
最
高
で
す
ね
。

十
日
町
は
の
ん
び
り
し
て
い

て
い
い
で
す
ね
。
東
京
は
せ
か

せ
か
し
て
い
て
あ
ま
り
好
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
方
言

も
好
き
で
す
。
優
し
い
感
じ
が

し
て
、
知
ら
な
い
人
で
も
す
ぐ

に
打
ち
解
け
ら
れ
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
十
日
町
の
人
っ
て
本

当
に
人
が
良
く
、
親
し
み
や
す

い
で
す
よ
ね
。

子
ど
も
が
大
好
き
で
す
。
で

き
る
だ
け
早
く
結
婚
し
て
、
子

ど
も
が
い
っ
ぱ
い
ほ
し
い
で
す
。
保
母
さ
ん

に
な
り
た
か
っ
た
の
で
子
育
て
が
し
た
い
ん

で
す
よ
。

紬
つ
む
ぎ

・
絣

か
す
り

で
大
切
な
も
の
は
『
地じ

風ふ
う

（
味
）』

で
す
。
紬
・
絣
は
地
風
で
決
ま
り
ま
す
。
何

と
い
っ
て
も
着
や
す
さ
が
一
番
、
そ
し
て
色

柄
で
す
。最
近
は
特
に
重
い
も
の
が
嫌
わ
れ
、

軽
く
て
柔
か
い
も
の
が
好
ま
れ
ま
す
。

毎
日
新
し
い
商
品
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
昔
に
比
べ
て
良
い
原
料
が
少

な
く
な
り
、
値
段
も
高
く
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
、
セ
ン
ス
の
良
い
問
屋
や
腕
の
良
い
熟

練
工
が
な
か
な
か
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
残

念
な
こ
と
で
す
。

私
た
ち
伝
統
工
芸
士
会
は
後
継
者

育
成
が
使
命
で
す
。
そ
し
て
十
日
町

で
育
っ
た
地
場
産
業
を
何
と
し
て
も

引
き
継
が
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

培
っ
た
技
術
は
す
ば
ら
し
く
、
ほ
か

に
は
ま
ね
の
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り

で
す
。ど
の
業
界
も
将
来
は
不
安
で
、

良
さ
そ
う
に
見
え
て
も
中
に
入
る
と

大
変
な
ん
で
す
。
十
日
町
も
今
が
ふ

ん
ば
り
ど
き
で
、
歯
を
食
い
し
ば
っ

て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

３
代
目
が
う
ち
に
入
っ
て
20
年
に
な
り
ま

す
。
業
界
の
こ
と
は
私
よ
り
も
ず
い
ぶ
ん
知

っ
て
い
ま
す
。
織
物
組
合
青
年
部
も
人
数
こ

そ
少
な
い
も
の
の
、
一
生
懸
命
活
動
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
は
若
い
連
中
が
や
っ
て

く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

村山恵美さん
1977年生

ＪＡ十日町ぴっとランド勤務

根
津
昭
一
さ
ん（
学
校
町
１
）

働
き
始
め
た
戦
後
間
も
な
く
、
す
べ
て
自
分
で

や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
に
な
れ
ば
恵
ま
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

「
子
ど
も
が
大
好
き
で
す
」

青
春

リ
レ
ー

先月の佐藤泰志さんからバトンタッチ。85

一

熊
木
　
夢
里

熊
木
　
寿
里

昭
和
２
年
生
ま
れ
の
75
歳
　
根
啓
織
物
㈱
の
２

代
目
　
大
学
卒
業
後
実
家
に
戻
り
家
業
を
継
ぐ

昭
和
58
年
度
、
十
日
町
絣
染
色
部
門
の
伝
統
工

芸
士
に
認
定
さ
れ
る
　
初
代
十
日
町
伝
統
工
芸

士
会
会
長

う
ち
の
め
ご
ち
ゃ
ん
募
集
中
で
す
。



成
人
の
つ
ど
い
で
は
県
内
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
「
高
岡
奈
央
と
Ｎ

Ａ
Ｏ
バ
ン
ド
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。
■
日
時
＝
５
月
３
日
（
憲

法
記
念
日
）
午
前
11
時
（
10
時
30
分

〜
受
付
）
〜
午
後
０
時
15
分
■
会

場
＝
ク
ロ
ス
10
■
内
容
＝
記
念
式
典

（
11
時
〜
市
民
憲
章
朗
読
・
お
祝
い

の
こ
と
ば
）
・
成
人
の
つ
ど
い
（
11

時
30
分
〜
）
■
問
合
せ
＝
公
民
館
本

館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝
４
月

20
日
g
午
後
３
時
〜
■
会
場
＝
情
報

館
■
問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５

１
０
０
）

■
期
間
＝
４
月
26
日
f
〜
５
月
８
日

d
■
開
場
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
（
入
場
は
４
時
30
分
ま
で
）
※

初
日
は
午
後
１
時
開
場
、
最
終
日
は

午
後
３
時
閉
場
■
会
場
＝
ま
つ
だ
い

ふ
る
さ
と
会
館
（
ほ
く
ほ
く
線
松
代

駅
隣
）
■
入
場
料
＝
３
０
０
円
（
前

売
り
２
０
０
円
）、
中
学
生
以
下
無

料
■
問
合
せ
＝
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
地

域
振
興
連
絡
協
議
会
事
務
局
（
市
商

工
観
光
課
内
、
内
線
２
６
９
）

星
襄
一
の
23
回
忌
に
あ
た
る
今

年
、
回
顧
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

木
版
の
初
期
作
品
か
ら
十
日
町
で
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
か
か
わ
っ
た
工
芸

作
品
「
ス
ノ
リ
ア
」
な
ど
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
■
期
間

＝
６
月
９
日
a
ま
で
■
開
館
時
間
＝

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館

は
４
時
30
分
ま
で
）
■
休
館
日
＝
毎

週
火
曜
日
■
入
館
料
＝
一
般
５
０
０

円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円
■
問
合

せ
＝
星
と
森
の
詩
美
術
館
（
稲
葉
1

52
│
７
２
０
２
）

日
本
絵
手
紙
協
会
指
導
者
養
成
講

座
講
師
の
松
尾
ち
ゑ
子
氏
の
絵
手
紙

展
で
す
。
■
期
間
＝
４
月
13
日
g
〜

21
日
a
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
※
15

日
b
は
休
館
■
会
場
＝
公
民
館
本
館

■
問
合
せ
＝
桑
原
昭
夫
（
1
57
│
５

３
７
３
）

犯
罪
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

更
生
・
社
会
復
帰
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
刑
務
所
作
業
製
品
の
展

示
販
売
や
矯
正
施
設
の
パ
ネ
ル
展
示

を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝
４
月
20
日

g
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
、
21
日
a

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
■
会
場
＝
小

出
郷
文
化
会
館
■
展
示
販
売
品
＝
家

具
、
バ
ケ
ツ
な
ど
の
金
属
製
品
、
靴

や
ベ
ル
ト
な
ど
の
革
製
品
な
ど
■
問

合
せ
＝
新
潟
刑
務
所
企
画
部
門
（
1

０
２
５
│
２
８
６
│
５
６
２
６
）

箏
を
通
し
て
日
本
の
音
楽
に
親
し

み
ま
せ
ん
か
。
小
学
生
以
上
を
対
象

に
無
料
体
験
教
室
を
行
い
ま
す
。
■

日
時
＝
４
月
20
日
g
・
27
日
g
午
後

１
時
30
分
〜
■
会
場
＝
公
民
館
本
館

※
５
月
か
ら
は
月
３
回
土
曜
日
に
実

費
で
教
室
を
始
め
る
予
定
で
す
。
■

問
合
せ
＝
柳
（
1
52
│
２
０
９
５
）

豚
汁
な
ど
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
。
ほ
く
ほ
く
線
に
乗
っ
て
美

佐
島
駅
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。
■

日
時
＝
４
月
27
日
g
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
■
問
合
せ
＝
美
佐
島
地
区
振

興
会
長
・
庭
野
忠
郎
（
1
57
│
９
３

４
７
）

レ
ッ
ス
ン
プ
ロ
井
口
勝
夫
氏
の
指

導
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心

者
・
中
級
者
大
歓
迎
！
■
日
時
＝
５

月
〜
７
月
ま
で
の
第
１
・
２
・
３
水

曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
■
会
場
＝

総
合
体
育
館
■
定
員
＝
25
人
■
レ
ッ

ス
ン
料
＝
月
３
、
０
０
０
円
（
ボ
ー

ル
・
コ
ー
ト
代
含
む
）
■
申
込
み
・

問
合
せ
＝
十
日
町
テ
ニ
ス
協
会
レ
デ

ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
・
板
場
広
美
（
1
52

│
３
３
７
２
）

6
十
日
町
青
年
会
議
所
で
は
第
18

回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
十
日
町
場
所
を
行

い
ま
す
。
こ
の
大
会
で
選
抜
さ
れ
た

選
手
は
６
月
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会

予
選
新
潟
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
■
日
時
＝
５

月
19
日
a
午
前
９
時
〜
■
会
場
＝
武

道
館
■
対
象
＝
十
日
町
市
・
川
西

町
・
津
南
町
・
松
代
町
・
松
之
山
町
・

中
里
村
の
小
学
３
年
生
以
上
の
男
子

■
申
込
み
＝
４
月
26
日
f
ま
で
に
申

込
書
（
申
込
先
・
各
小
学
校
に
配
布
）

を
十
日
町
商
工
会
議
所
に
提
出
■
問

合
せ
＝
十
日
町
商
工
会
議
所
・
丸
山

（
1
57
│
５
１
１
１
）

県
内
在
住
で
、
お
お
む
ね
60
歳
以
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お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

上
の
人
を
募
集
し
ま
す
。
■
募
集
講

座
・
受
講
料
＝
①
教
養
講
座
（
２
年

制
、
６
月
〜
10
月
、
延
べ
14
日
間
）、

年
額
５
、
０
０
０
円
②
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
（
１
年
制
、
６
月
〜
９

月
、
延
べ
10
日
間
）、
年
額
５
、
０

０
０
円
③
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
ワ
ー
プ

ロ
講
座
（
１
年
制
、
７
月
〜
８
月
、

延
べ
10
日
間
※
未
経
験
者
対
象
）
、

年
額
１
０
、０
０
０
円
■
会
場
＝
新

潟
、
長
岡
、
上
越
■
申
込
み
＝
４
月

22
日
b
ま
で
に
入
学
申
込
書
（
問
合

せ
先
に
配
置
）
を
提
出
■
問
合
せ
＝

新
潟
県
高
齢
者
大
学
事
務
局
（
1
０

２
５
│
２
８
５
│
１
４
０
０
）

■
日
時
＝
６
月
28
日
f
午
後
１
時
〜

３
時
30
分
■
会
場
＝
六
日
町
ほ
か
■

受
験
資
格
＝
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
人
で
、
調
理
業
務
に
従

事
し
た
経
験
が
２
年
以
上
あ
る
人
■

必
要
書
類
＝
①
調
理
師
試
験
受
験
願

書
※
健
康
福
祉
事
務
所
（
旧
保
健
所
）

で
配
布
②
調
理
業
務
従
事
証
明
書
③

卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
証
書
の
写

し
（
写
し
の
場
合
は
受
付
時
に
原
本

を
持
参
）
④
写
真
⑤
受
験
票
⑥
受
験

手
数
料
６
、
４
０
０
円
■
申
込
み
・

問
合
せ
＝
５
月
13
日
b
〜
20
日
b
の

間
に
、
十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所

（
旧
十
日
町
保
健
所
1
57
│
２
４
０

２
）
に
提
出

10
月
１
日
付
け
採
用
の
警
察
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
①
警
察
官
Ａ

（
大
学
卒
業
者
）
昭
和
47
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
、
４
年
制
大
学

卒
業
者
（
９
月
30
日
ま
で
に
卒
業
見

込
者
含
む
）
②
警
察
官
Ｂ
（
大
学
卒

業
者
以
外
）
昭
和
49
年
４
月
２
日
か

ら
59
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
■
第
一
次
試
験
＝
５
月
19
日
a
、

新
潟
市
■
申
込
締
切
り
＝
４
月
19
日

f
■
資
料
請
求
・
問
合
せ
＝
十
日
町

警
察
署
（
1
52
│
０
１
１
０
）

■
期
日
＝
６
月
16
日
a
■
会
場
＝
新

潟
市
■
受
験
資
格
＝
①
昭
和
48
年
４

月
２
日
か
ら
56
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
②
56
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
、
大
学
を
卒
業
し
た
人

（
来
春
卒
業
予
定
者
含
む
）
③
56
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
、
人
事

院
が
②
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
人
■
試
験
の
程
度
＝
大
学
卒
業

程
度
■
申
込
受
付
期
間
＝
【
郵
送
】

５
月
９
日
e
ま
で
【
窓
口
申
込
】
４

月
30
日
c
〜
５
月
９
日
e
■
受
付
窓

口
＝
新
潟
労
働
局
総
務
課
（
〒
９
５

１
│
８
５
８
８
新
潟
市
川
岸
町
１
丁

目
56
番
）
■
資
料
請
求
・
問
合
せ
＝

十
日
町
市
成
人
式

星
と
森
の
詩
美
術
館

星

襄
一

回
顧
展

ど
ん
ぐ
り

「
お
は
な
し
の
へ
や
」

初
心
者
箏こ

と

体
験
教
室

松
尾
ち
ゑ
子
絵
手
紙
展

〜
桑
原
昭
夫
と
の
交
流
〜

硬
式
テ
ニ
ス

レ
デ
ィ
ー
ス
講
習
会

ほ
く
ほ
く
線
開
業
５
周
年
記
念
事
業

相
田
み
つ
を
展

ほ
く
ほ
く
線
開
業
５
周
年

「
美
佐
島
駅
記
念
ご
っ
た
く
」

第
２
回
小
出
矯
正
展

新
潟
県
高
齢
者
大
学

学
生
募
集

平
成
14
年
度
調
理
師
試
験

第
　
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

十
日
町
場
所

18

警
察
官
採
用
特
別
試
験

労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座
生
募
集

平成
14年度

講　座　名

花 道（草月流）

期間・回数 曜日・時間 講　　師
(敬称略)

教材費・
募集定員

内　容　な　ど

5/9～2/27
20回

第2.4木曜日
19:00～21:00

富井美知子
月3,000円
20人

生け花が飾ってあるお家は
何か気持ちが和らぎます

おしゃれは作法から
5/13～2/17
28回

月曜日
18:30～20:30

徳永久美子
全10,000円
15人

和・洋・中華…レパート
リーを増やし食卓を華や
かに（男性も挑戦中）

料理Ａコース
5/15～2/19
20回

第1.3水曜日
18:30～20:30

高 梨 泰 子

月1,200円
15人

料理Ｂコース
5/8～2/26
20回

第2.4水曜日
18:30～20:30

月1,200円
15人

十日町に住んで着物くら
い着られなくっちゃ

着 物 着 付 け
5/7～2/18
22回

第1.3火曜日
19:00～21:00

十日町
服飾専門学校
丸 山 幸 枝

全10,000円
15人

日常生活で必要な書き付
けを学びます

筆　　ペ　　ン
5/14～2/25
18回

第2.4火曜日
19:30～21:30

岩 田 武
必要のつど
10人

軽快な音楽に合わせ楽し
く汗を流しましょう

ヒップホップダンス
5/13～2/17
18回

第1.3月曜日
20:00～22:00

スタジオJ&A

大 口 悦 子
必要のつど
20人

インターネットとデジカメ
を使って年賀状を作ろう

パ ソ コ ン
5/10～12/13
８回

第2.4金曜日
19:30～21:30

岩 田 稔
必要のつど
15人

プランターの花植えから始め、ミニ
盆栽の寄植で正月を飾りましょう

趣味の
ガーデニング

5/1～12/4
８回

第１水曜日
19:00～21:00

村 山 淳 二
毎回2,000円程度
15人

～ 仲間づくり・余暇の有効活用
・趣味の向上に ～

■受 講 資 格 30歳までの青少年男女

■経　　　費 各コースの教材費のほかに、傷害保険料

500円と利用者協議会費500円が必要

■会　　　場 勤労青少年ホーム（学校町１）

■合同開講式 4月26日f午後7時30分～

■問　合　せ 勤労青少年ホーム（157－8918）

※着物着付けの希望者で、着物をお持ちでない人は勤労青少年ホームにお問合せください。
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ゆずります……

品　　　名 規　格 希望価格

ビ デ オ デ ッ キ 新　品 10,000円

電 話 機 子機・留守電付 3,000円位

ブリキ製ちりとり50個 手作り
家庭用 無　料

自 転 車
（小学校4～6年用）

24インチ 無　料

車 タ イ ヤ
（アルミホイール付）

ホンダ系
205-45-16

４本で
30,000円

夏 タ イ ヤ ２　本
225-50-16 無　料

事 務 机 木　製 1,000円

庭 木 各 種 相談で

自 転 車 大人用 3,000円

小　型　冷　蔵　庫（２ドア） サンヨー
95年製 152r 5,000円位

セミダブルベット 無　料

日立コンプレッサー 9.5kW 相談で

自 転 車 ８　台 各1,000円

女 の 子 用 衣 類 90cm位まで 無　料

自 転 車 26インチ 無　料

ノルデックスキー
南 中 １ 年 男 子

身長170cm
靴27cm 相談で

ワ ー プ ロ 5,000円位

テ レ ビ 14 型 1,000円

アルペンスキー一式 小学２年生 1,000円

敷 布 団 普通サイズ 無　料

ス ラ イ ド 映 写 機 リバーサルフ
イルム用 相談で

チャイルドシート 新生児用 相談で

Ｃ Ｄ ラ ジ カ セ 相談で

津南高校女子制服 Ｍサイズ
160cm位 相談で

こ た つ 布 団 掛・敷
大きめ 無　料

電 子 ピ ア ノ 相談で

50cc バ　イ　ク 相談で

*消費者協会（市民生活課生活環境係内線159）へ

*ゆずります受付開始 4月16日c午前９時

ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください

ゆずってください……

銃
砲
刀
剣
類
の
所
持
に
は
、
登
録

審
査
が
必
要
で
す
。
■
日
時
＝
４
月

18
日
e
、
６
月
21
日
・
８
月
23
日
・
10

月
18
日
・
11
月
15
日
・
15
年
１
月
17

日
・
２
月
21
日
の
各
金
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
会
場
＝
４
・
８
・
11
・
１
月
は
県

庁
、
６
・
10
・
２
月
は
長
岡
総
合
庁

舎
■
持
参
す
る
も
の
＝
①
登
録
を
受

け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
②
銃
砲

刀
剣
類
発
見
届
（
所
管
警
察
署
が
発

行
し
た
も
の
）
③
手
数
料
（
１
件
に

つ
き
県
収
入
証
紙
６
、
３
０
０
円
分
）

■
問
合
せ
＝
新
潟
県
文
化
行
政
課

（
1
０
２
５
│
２
８
５
│
５
５
１
１
）

近
年
、
児
童
虐
待
な
ど
で
家
庭
に

恵
ま
れ
な
い
児
童
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
児
童
の
多
く
は
児
童
養

護
施
設
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
児

童
の
健
全
な
成
長
に
は
、
温
か
い
家

庭
で
の
生
活
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
児
童
福
祉
法
で
家
庭

養
育
制
度
が
設
け
ら
れ
、
児
童
の
幸

せ
の
た
め
に
、「
里
親
制
度
」
が
大

切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

里
親
に
は
、
養
子
縁
組
み
型
と
、

里
子
が
18
歳
ま
で
の
養
育
型
と
が
あ

り
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課

児
童
家
庭
係
（
内
線
１
３
１
）、
六

日
町
児
童
相
談
所
（
1
０
２
５
７
―

70
―
２
４
０
０
）

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
の

年
度
更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す

か
。
申
告
書
の
提
出
と
保
険
料
の
納

付
は
、
今
年
度
は
５
月
20
日
b
が
期

限
で
す
。
ま
だ
お
済
み
で
な
い
場
合

は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用

す
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
の
加
入
手
続
き

が
必
要
で
す
。
■
問
合
せ
＝
十
日
町

労
働
基
準
監
督
署
（
1
52
│
２
０
７

９
）

住
宅
金
融
公
庫
が
廃
止
さ
れ
て
、

も
う
融
資
は
受
け
ら
れ
な
い
の
？

・
５
年
以
内
に
公
庫
が
廃
止
さ
れ
て

も
、
そ
の
間
に
約
束
し
た
融
資
は
確

実
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

・
公
庫
の
廃
止
後
の
返
済
は
、
新
た

に
設
立
さ
れ
る
公
的
な
機
関
（
独
立

行
政
法
人
）
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

引
継
に
際
し
金
利
な
ど
の
返
済
条
件

は
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
「
つ
み
た
て
く
ん
」（
住
宅
宅
地

債
券
）
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
お

客
様
に
約
束
し
た
こ
と
は
守
っ
て
い

き
ま
す
。

返
済
で
お
困
り
の
と
き
は
ぜ
ひ
相
談

を
勤
務
先
の
倒
産
な
ど
の
事
情
で
、

返
済
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
と
き

は
、
返
済
期
間
の
延
長
な
ど
返
済
方

法
が
変
更
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
■
問
合

せ
＝
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
店

（
1
０
２
７
│
２
３
２
│
６
６
５
６
）

〈
市
報
お
わ
び
と
訂
正
〉

■
３
月
25
日
号
10
ペ
ー
ジ
す
こ
や
か

ラ
ン
ド
の
期
間
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
「
第
２
・
４
火
曜
日
」

で
す
。
お
わ
び
し
訂
正
し
ま
す
。

■
３
月
25
日
号
11
ペ
ー
ジ
成
人
講
座

男
の
料
理
の
開
講
日
が
誤
っ
て
い
ま

し
た
。
正
し
く
は
「
５
月
14
日
c
」

で
す
。
お
わ
び
し
訂
正
し
ま
す
。

■
３
月
25
日
号
15
ペ
ー
ジ
上
段
介
護

保
険
料
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ
中
、
所

得
別
段
階
表
の
３
段
階
対
象
者
が
誤

っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
本
人

が
市
民
税
非
課
税
者
（
世
帯
内
に
市

民
税
課
税
者
が
い
る
）」
で
す
。
お

わ
び
し
訂
正
し
ま
す
。

労
働
保
険
の
年
度
更
新

手
続
き
は
お
早
め
に

このコーナーは、市民の皆さん
のコミュニティ活動や公共団体
の催しなどを紹介しています。
政治・宗教・営業活動に関する
ものは掲載しません。掲載の申
込みは、内容と昼間の連絡先を
書き､郵送かFAX、または直接、
掲載希望号（10日・25日号）の
20日前までに十日町市役所２階
企画人事課広報広聴係（〒948-
8501157-3111FAX52-4635）
へ。都合により掲載できない場
合もあります。

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の

お
知
ら
せ

ご
存
じ
で
す
か
里
親
制
度

年
度
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査

14
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署
（
1
52
│

２
０
７
９
）

■
受
験
資
格
＝
Ⅰ
種
‥
①
昭
和
44
年

４
月
２
日
か
ら
56
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
②
56
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
、大
学
卒
業
者（
来
春

卒
業
見
込
者
含
む
）な
ど
Ⅱ
種
‥
①
48

年
４
月
２
日
か
ら
56
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
②
56
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
、大
学
・
短
大
・
高

専
の
卒
業
者
（
来
春
卒
業
見
込
者
含

む
）
な
ど
■
申
込
受
付
期
間
＝
【
郵

送
】
５
月
９
日
e
ま
で
【
持
参
】
４

月
30
日
c
〜
５
月
９
日
e
■
問
合
せ

＝
人
事
院
関
東
事
務
局
第
二
課
（
1

０
４
８
│
７
４
０
│
２
０
０
６
）

■
受
験
資
格
＝
①
（
行
政
事
務
ほ
か
）

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
60
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
②
（
郵
政

事
務
Ａ
・
Ｂ
）
52
年
４
月
２
日
か
ら

60
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

③
（
税
務
）
57
年
４
月
２
日
か
ら
60

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
■

申
込
受
付
期
間
＝
６
月
19
日
d
〜
26

日
d
■
問
合
せ
＝
人
事
院
関
東
事
務

局
第
二
課
（
1
０
４
８
│
７
４
０
│

２
０
０
７
）

６
月
１
日
付
け
採
用
の
臨
時
職
員

（
診
療
放
射
線
技
師
）
１
人
を
募
集

し
ま
す
。
■
資
格
＝
診
療
放
射
線
技

師
免
許
を
有
す
る
、
昭
和
21
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
■
申
込
締

切
り
＝
４
月
30
日
c
■
選
考
日
＝
５

月
15
日
d
■
資
料
請
求
・
問
合
せ
＝

魚
沼
地
域
胃
集
団
検
診
協
議
会
（
〒

９
４
７
│
０
０
２
８
小
千
谷
市
城
内

２
丁
目
６
番
５
号
小
千
谷
市
健
康
セ

ン
タ
ー
内
1
０
２
５
８
│
82
│
５
５

１
１
）

今
年
も
コ
モ
通
り
で
は
、
５
月
か

ら
10
月
ま
で
開
催
す
る
６
回
の
お
か

め
市
で
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行

い
ま
す
。
き
も
の
ま
つ
り
に
行
う
第

１
回
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
■
日
時
＝
５
月
３

日
（
憲
法
記
念
日
）
午
前
11
時
〜
午

後
３
時
■
会
場
＝
コ
モ
通
り
（
歩
行

者
天
国
）
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青

山
商
店
・
鈴
木
（
1
52
│
２
１
９
１
）

町
内
会
や
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
、

道
路
沿
い
や
空
き
地
に
花
の
苗
を
植

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
で
は
「
花
い

っ
ぱ
い
運
動
」
を
応
援
し
、
潤
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
希
望
団
体
に
は
花
の
苗
を
お
分

け
し
ま
す
。
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝

４
月
30
日
c
ま
で
に
、
市
民
生
活
課

生
活
環
境
係
（
内
線
１
５
９
）

長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
移
動
図
書

館
こ
だ
ま
号
の
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を
、

車
両
の
老
朽
化
な
ど
の
た
め
休
止
し

ま
す
。

５
月
か
ら
は
児
童
読
書
活
動
の
た

め
に
、
昨
年
の
こ
だ
ま
号
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
だ
っ
た
小
学
校
を
中
心
と
し
た

市
内
15
か
所
に
貸
出
し
文
庫
を
設
置

し
、
約
２
か
月
お
き
に
入
れ
替
え
を

す
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。■
問
合
せ
＝
情
報
館（
1

50
│
５
１
０
０
）

稲
荷
町
ス
ト
レ
ッ
チ
公
園
脇
か
ら

下
水
道
処
理
セ
ン
タ
ー
脇
ま
で
の
約

１
・
３
d
の
緑
道
の
整
備
が
完
了
し

ま
し
た
。
通
勤
通
学
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
植
栽
鑑
賞
な
ど
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
途
中
、
道
路
と

交
差
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
誘

導
看
板
に
従
い
横
断
歩
道
を
渡
る
よ

う
に
し
、
交
通
事
故
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
建
設

課
都
市
計
画
係
（
内
線
２
５
２
）

平
成
14
年
度
か
ら
保
育
士
試
験
の

受
験
科
目
が
、
次
の
と
お
り
変
更
さ

れ
ま
す
。
①
「
児
童
心
理
学
及
び
精

神
保
健
」
を
「
発
達
心
理
学
及
び
精

神
保
健
」
に
名
称
変
更
②
「
保
健
衛

生
学
及
び
生
理
学
」
及
び
「
看
護
学

及
び
実
習
」
を
「
小
児
保
健
」
に
統

合
③
「
栄
養
学
及
び
実
習
」
を
「
小

児
栄
養
」
に
名
称
変
更
④
「
保
育
原

理
及
び
教
育
原
理
」
か
ら
「
保
育
原

理
」
を
独
立
さ
せ
、
「
教
育
原
理
」

に
新
た
に
「
養
護
原
理
」
を
追
加
■

問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係

（
内
線
１
３
１
）

■十日町地域福祉基金へ＝朝日生命労働

組合長岡支部（100,000円）稲和会

（10,000円）

■社会福祉事業へ＝㈱新川屋（23,100円）

■交通遺児等援助基金へ＝宮下青年会

（13,963円）

■情報館へ＝村山薫（為永）佐藤幸夫（田

川町１）渡辺巻子（千代田町）大島紘一

（原）平野幸作（島）西永寺（川西町）

■身体障害児童生徒教育環境整備事業

へ＝十日町小学校ＰＴＡ・十日町小学校

ＰＴＡ学校づくり委員会（293,582円）

十日町市手をつなぐ親の会・養護学校が

ほしい会（100,000円）㈱小嶋屋（本町

4、200,000円）生越誠一（上新田３）

寄付ありがとう
３月25日届出分まで（敬称略）

保
育
士
試
験
の
受
験
科
目

な
ど
が
変
わ
り
ま
す

十
日
町
市
緑
道
が

全
線
開
通
し
ま
し
た

こ
だ
ま
号
巡
回
サ
ー
ビ
ス

を
休
止
し
ま
す

国
家
公
務
員
採
用

Ⅰ
種
・
Ⅱ
種
試
験

国
家
公
務
員
採
用

Ⅲ
種
試
験

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

か
が
や
く
コ
モ
通
り

お
か
め
市
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

参
加
者
募
集

魚
沼
地
域
胃
集
団
検
診

協
議
会
職
員
募
集
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例
年
よ
り
早
い
桜
の
開
花
は
、
新
入
学

児
童
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
市
報
も
今
号
か

ら
紙
面
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
気

持
ち
を
新
た
に
、
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
ど
こ
で
も

「
新
」
の
つ
く
言
葉
が
ま
ん
延
す
る
時
期

で
す
が
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。（
村
）

雪
国
の
春
の
訪
れ
は
花
粉
症
を
引
い
て

も
な
お
余
り
あ
る
喜
び
で
す
。が
今
年
の
冬

は
10
年
振
り
に
ス
キ
ー
場
に
華
麗
な
る
？

再
デ
ビ
ュ
ー
を
図
り
、「
冬
も
楽
し
い
十
日

町
」
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

楽
し
い
十
日
町
の
楽
し
い
広
報
誌
と
な
る

こ
と
を
模
索
す
る
毎
日
で
す
。

（
田
）

春
は
い
い
で
す
ね
。
冬
が
厳
し
け
れ
ば

厳
し
い
ほ
ど
雪
解
け
の
季
節
を
う
れ
し
く

感
じ
る
も
の
で
す
。
厚
い
コ
ー
ト
を
脱
ぎ

解
放
感
を
味
わ
い
た
い
、
そ
ん
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
今
回
市
報
も
衣
替
え
を
し

て
紙
面
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
感
想
を

お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
（
小
）

皆
さ
ん
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
市
報
は

い
か
が
で
す
か
？
新
し
い
コ
ー
ナ
ー
も
い

く
つ
か
始
ま
り
ま
し
た
が
、
何
と
い
っ
て

も
こ
の
編
集
後
記
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
全
員
の
あ
い
さ
つ
で
す
が
、
次
回

を
巡
り
、
広
報
内
で
は
早
く
も
し
烈
な
争

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
玉
）

■発行/十日町市役所　〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番　TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.niigata.jp URL http://www.city.tokamachi.niigata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

■人　口　43,461人

男　21,297人

女　22,164人

■世帯数　13,048世帯

(△225）

(△128）

(△97）

(△60）

市民の動き
３月末現在（ ）は前月からの増減

ま
ち
の
文
化
財

妻有の宝物

笹山遺跡（中条地区）では、市営野球場や陸上競技場などの建設に伴い行われた、昭和55

～60年の７回にわたる発掘調査で、縄文時代中期（約4,500年前）の集落跡が発見されています。

そして平成11年６月７日、遺跡からの出土品のうち火z型土器を含む深鉢形土器57点が県内

初の、縄文土器としては国内第１号の国宝に指定されました。

指定番号１の火z型土器（写真中央）は、そのプロポーションと残存率の高さから『縄文

土器の白
は く

眉
び

』と称されています。また、平成４年にアーサー・M・サックラー美術館（ワシン

トンD.C.）、10年に日本文化会館（パリ）、そして13年には大英博物館（ロンドン）での海外展

に出品され、日本の原始美術を代表する土器として絶賛されました。

深鉢形土器57点の中には、器形や文様が東北、北陸、中部高地、関東地方などから影響を

受けたものもあります。これらは火z型土器の誕生や笹山遺跡に暮らした人々の他地域との交

流を解明する上で貴重な資料です。 （文化財課）

編
集
後
記

国宝・笹山遺跡出土品（その1）～深鉢形土器57点～

1


